
         和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd    22001177【【1177】】    
              たたたたらら製製鉄鉄  和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    製製鉄鉄関関連連遺遺跡跡をを訪訪ねねてて            

                          和鉄の道・・IIrroonn  RRooaadd    

― 日本の源流・たたら遺跡探訪 ― 

Mutsu Nakanishi Home Page より 

http://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/ 

2018. 1. 25.  

 
   西アジアで生まれた人工鉄の起源 そしてそこからはるばるユーラシア大陸を東遷して、東端の日本に伝来した 

      製鉄技術。 今 そのたたら製鉄の最大の謎がベールを脱ぎ始めた。 

   また、たたら製鉄ではぐくまれた製鉄技術が根底にある明治の近代化産業遺産が世界遺産に登録された。 

 さらに、鉄器が使われる前 世界でも類例のない約1万年の長きにわたり 永続する社会を作り上げた日本の縄文 

「日本人の心の故郷 縄文の心」が世界の関心を集めています。 

 日本に「鉄」が伝来してから「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたって製鉄法の摸索が続き、 

 さらに磨き高めながら1500年続いてきた日本独自の製鉄技術。その製鉄関連遺跡には製鉄遺構・生産の痕跡と 

 ともに、携わった人々の賑わいや数々のドラマ・歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

 古代から現代に至るまで、日本各地で繰り広げられた鉄に携わる現場で繰り広げられてきた数々のドラマ。  

 その痕跡の風景を少しでも残しておきたいと日本各地をCountry Walk しつつ集めています。  

「鉄は国家なり・産業の米」と「鉄」の力が強調される一方で、文化を育み、そこに住む人たちの生活を豊かにし、 

 現在に至る日本の国造りを推進してきた「鉄」。 

 その根底にはそれを使う人々の力・心であり、日本人の心の故郷といわれる「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  

                   日本の源流・たたら遺跡探訪  

              By  Mutsu  Nakanishi 
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  たたら製鉄概説  風来坊 和鉄の道・iron road  製鉄関連遺跡を訪ねて       
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鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

 

 

 

 

 

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたってたたら製鉄法の摸索が続き、 

その技術をさらに磨き高めながら1500 年続いてきた日本独自の製鉄技

術。 「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」の力が強調されるが、 

一方で文化を育み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日

本の国造りを作ってきた。  

そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが忘

れ去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

  製鉄炉は生産された鉄塊の取り出し毎に壊されるので 製鉄関連遺跡

に残っている遺構はそんな生産設備の残骸。 製鉄関連遺跡にはそんな遺

構・生産の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマ・

歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

日本で繰り広げられた数々のドラマ そして その痕跡の風景を少しで

も残しておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地をCountry 

Walk しつつ集めています。  

鉄は「文化」をはぐくむとともに数々の「戦さ」をも生んだといわれる。   

それだけ 鉄の力の大きさの証明であり、そうだろうと思いますが、 

大事なのは それを使う人々の力・心。 

その根底には日本人の心の故郷「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  
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口絵-1 愛媛大古代鉄研究所長村上恭通教授の鉄の起源説 解明への期待膨らむ 

２０１６年 ヒッタイト以前の世界最古の鉄の発見と地中海東岸の銅の産地での銅製錬の 

副産物として鉄が生まれた可能性を提案され、大きな話題に。  

 

銅など金属器発祥の地西アジア諸国での 日本の研究  

たちの連携人工鉄起源共同調査が進むにつれ、 

銅の主生産地である地中海東海岸・パレスチナ周辺 

の金属器普及の状況が明らかになりつつあり、さらに   

人工鉄起源解明の期待が膨らんでいるが、 

成果はまだこれから。   

 

 

 

 



 口絵-2  淡路島の弥生時代の鉄器工房を有する山間地集落群の中心 拠点集落 

淡路島が卑弥呼の時代の謎を解き明かす? 津名丘陵 南あわじ市 舟木遺跡の出土 

  国生み神話・松帆銅鐸・鍛治工房・朝鮮半島交易にかかわる海の民・野島&三原の海人等  々

      

 

口絵-3 「ステンレス スチール」という名前のバラ 

 



 口絵-4 奥播磨の中国山地から古代たたらの郷を流れ出た千種川の河口赤穂               

  − 千種川 砂鉄の痕跡を探して -  兵庫100名山 赤穂市「黒鉄山」と赤穂千種川河口- 

 

 

 口絵-5  燃え滾るたたら炉の火花 「鉄のまほろば」の本の表紙を飾る 

  たたら製鉄が育んだ山陰地方の社会・文化を紹介した本「鉄のまほろば 山陰たたらの里を訪ねて」 

 



    ままええががきき  和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    22001177    たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪   

    和鉄の道・Iron Road 20107 掲載記事 トピックス  
 

◎ 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立 10 年、 

古代鉄研究のナショナルセンターのさらなる展開スタート 

   

 「鉄の起源&ユーラシア大陸の Metal Rood 探求」の一年の成果レビューをかねて毎年12 月に愛媛大学で開催 

される国際シンポジュウム。本年第 10 回目を迎え「文明と金属器 -普及と-その過程」が開催された。  

  世界文明の先進地であり、金属器発祥の地でもある西アジアでの国際連携による取組の第一歩として、金属器・ 

鉄器の源流 鉱物資源の豊富な文明の先進地 西アジアにおける「石器→銅器・青銅器→鉄器への金属器の普及 

とその過程」のテーマで最前線で活躍中の専門家たちのレビューと相互討論が開催され、その聴講要旨を取りま 

とめました。  

  日本の研究者たちの活躍で従来の常識が次々と覆る西アジアの様相   

  専門家たちのレビューと相互討論から、金属器・鉄器が誕生し、普及してゆく実像が次々と浮かび上がってくる。  

  今まで西アジアとひとくくりでしか知らなかった文明の先進地 ヒッタイトのアナトリア 銅の大生産地東地

中海沿岸エヴァント・パレスチナ そしてエジプト・メソポタミア それぞれが、違う様相をしめしながら、交

易の広いネットワークで、支えあう。 そんな中で、銅器・鉄器が生まれ、利器へと展開し、世界へ伝播すして

ゆく。まったく知らなかった展開にびっくり   

  注目の愛媛大古代鉄研究所長村上恭通教授の鉄の起源説  

 「ヒッタイト以前に東地中海沿岸のレヴァント・パレスチナで、銅生産の副産物として人工鉄が誕生」  

  さらなる具体的な調査研究の進捗が楽しみでしたが、成果はまだこれから。  

  これからさらにどんな新しい展開があるのか 楽しみな西アジアでの共同連携の始まりです。   

 ● 聴講資料 第 10 回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

.       「文明と金属器 - 普及とその過程 -」  聴講記録  by Mutsu Nakanishi 2017.11.25.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf 

◎ 国内の製鉄関連遺跡探訪   

淡路島の弥生時代の鉄器工房を有する山間地集落群の拠点集落 舟木遺跡 

古代製鉄の奥播磨～瀬戸内へ流れ下り、河口に広大な塩田地帯を作り、赤穂の街を作った千種川河口 

 

昨年、国生神話の出雲・淡路は強い結びつきを示す松帆銅鐸で沸いた淡路島で、本年 2 月 最古の鉄器生産工

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf


房村五斗長垣内遺跡のすぐ近くの山間地で、五斗長垣内遺跡をしのぐ鉄器工房を有する山間地集落群の拠点集

落舟木遺跡が出土。 この地周辺は野島海人の根拠地でもあり、淡路島が日本の国造りの始まりに果たした役割

に注目が集まっている。 また、舟木遺跡を中心とした山間地集落群は生産工房の集落群の性格が強く、従来述

べられてきた戦争に備えた高地性集落とは性格が異なっており、弥生の高地性集落の視点を変えるかもしれぬ。  

自宅からは明石海峡をはさんで、すぐ南 現地見学に行こうと思いながら、まだ行けずにいる。 

  

街の背後にそびえる黒鉄山とその頂上から眺めた千種川の河口に広がる赤穂の街  

 

    Iron Road を歩く  千種川の河口 赤穂 鉄の名の付く黒鉄山・千種川河口東浜唐船山の渚に砂鉄を見つける  

古代製鉄の奥播磨～瀬戸内へ流れ下り、河口に広大な塩田地帯を作り、赤穂の街を作った千種川河口 膨大な砂の

量とともに砂鉄が流れ下り、河口には砂鉄浜があったはずですが、埋め立てられ他工業地帯にその痕跡は見られ

ず。でも、再度出かけた 千種川河口東浜の渚で、すこしですが砂鉄の体積を見つけました。 

また、赤穂の町の北西に兵庫 100 名山「鉄の名がつく山・黒鉄山」にも登り、瀬戸内の千種川河口の街赤穂を

眺めました。 

また、美しい響きのあることば「まほろば」を冠して 山陰地方のたたら製鉄が育んだ山陰地方社会・文化を紹

介した「鉄のまほろば 山陰たたらの里を訪ねて」の本にも出会いました。 

このほか、いろいろな姿を見せる現代の鉄にも出会いあえ、 

この 1 年色々思いを巡らしながらのうれしい 

「和鉄の道・Iron Road 」探訪問でした。  

お暇な時にでも掲載記事をご覧ください。 

 和鉄の道・iron road 2017 を整理しつつ Mutsu  Nakanishi 
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  淡路島北部の津名丘陵の弥生後期の山間地集落遺跡群群の中心集落 

【速報】 鉄器の交易なりわいか「淡路市 舟木遺跡」                          

近くの五斗長垣内遺跡を上回る 

   新たな「弥生の鉄器拠点とみられる国内最大級の鍛治工房跡」が出土 

                     2017.1.26. 神戸新聞他の朝刊より 

  
     (記事拡大版 file : http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR2.pdf ) 

2017.1.26. 関西の新聞朝刊各紙に淡路島で 近くの五斗長垣内遺跡を上回

る新たな「弥生の鉄器拠点とみられる国内最大級の鍛治工房跡」が出土したと

大々的に報じられた。  

アウトインを神戸新聞Next の記事から拾うと下記の通り。 

 ◎ 神戸新聞Next    

  近畿最大？淡路に鉄器工房跡 弥生時代の舟木遺跡 2017/1/25 20:30  

兵庫県淡路市舟木にある弥生時代の山間地集落遺跡「舟木遺跡」の発掘調査で、新たに

鉄器生産工房跡と、手工業品を生産した可能性のある工房跡、鉄器５７点などが見つか

った。兵庫県と同市の両教育委員会が２５日発表した。 

過去に同市で見つかった近畿最大の鉄器生産遺跡「五斗長垣内遺跡」（同市黒谷）を上

回る規模と推定され、専門家は「弥生時代、淡路島が鉄器の製作や保有の地として有力

視されていたことを裏付ける発見だ」と指摘する。 

同時に出土した土器の年代から、工房があったのは２世紀後半とみられる。 

見つかったのは４棟の大型の竪穴建物跡。うち３棟は敷地が円形で直径が１０メートル

を超える大型で、うち１棟から４基の炉の跡が確認された。柱が外側に寄り中央部が広

いことから、作業をする空間だったと想定される。 

また４棟全てから鉄器製作に使ったとみられる石器を多数発見。鉄器は計５７点あり、 

鍛冶関連のほかに針状鉄器など小型工具が出土した。 

針状鉄器は小さいものでは長さ４ミリ、幅１ミリで、愛媛大学東アジア古代鉄文化研究 

炉の跡が確認された工房の遺構。

土が赤っぽく焼けている 

＝淡路市舟木（撮影・内田世紀） 
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センターの村上恭通センター長は「小型工具を使って何らかの手工業品を生産する大規模な工房群が存在した可能性が

ある」と指摘する。作られた物は出土していないが、木製品や皮革製品などが想定できるという。 

２００９年に工房１２棟と鉄器１２７点が見つかった五斗長垣内遺跡では、鉄鏃（てつぞく）（矢尻）などの武器類が

多く出土した一方、舟木では明確に武器と認められるものはなかった。 

二つの集落はわずか約６キロの距離でほぼ同時期に存在していたが、生産物に違いがあることが判明。 

五斗長垣内が消滅した後も舟木で鉄器生産が続けられていたことも分かった。（切貫滋巨） 

   

 

 

 

【舟木遺跡】 弥生時代後期～末期（１世紀～３世紀初頭）に存在したとみられ、１９６６（昭和４１）年に 

 発見された。面積は推定約４０万平方メートル。９１年の調査で見つかった出土物が、古代の中国で製作された 

 青銅製の中国鏡の破片であることが明らかになっていた。 

 

弥生時代後期 国内最大級の鍛冶工房村と報じられた「五斗長垣内遺跡」。それを上回る鍛冶工房跡が同じ津名丘陵の

すぐ近く、北淡震災記念館など西海岸を見下ろせる淡路市舟木の標高200m弱の丘陵の上 舟木遺跡から出土したと

いう。 淡路島の丘陵地から弥生後期の鍛冶工房が出土した!! 凄いと思いながらも やっぱり出たと。    

五斗長垣内遺跡一つの点しかなく、新しい展開が見えなかった淡路島の鉄生産工房が線につながり、広がってゆく。 

さらなる調査で、淡路島の関与が明らかになれば、ブラックボックスだった卑弥呼の時代の畿内への鉄器流通経路がク

リヤーになってくるだろうか・・・・ そうなれば、国生みと大和王権誕生への道が見えてくる。 

うれしい舟木遺跡での鍛冶工房の出土だ。 

 また、舟木遺跡は五斗長垣内遺跡を発掘調査され、同時にこの津名丘陵地に広がる淡路島山間地集落遺跡群の発掘調

査を進められている淡路市教委伊藤宏幸氏が、その中心的な遺跡として注目されてきた遺跡。  

「淡路島北部の丘陵地に広がる弥生後期の山間地遺跡群は稲作を行っていないが、弥生の高地性集落とは性格を異にす

る生産工房群の色彩が濃い遺跡群。そしてその中心的存在が舟木遺跡」と何度か伊藤氏の講演をお聞きした。 

「この山間地集落群の中で、鍛冶工房跡が出ればなぁ・・・・ 」との思いでいつも気になっていた淡路島の山間地集

落遺跡群。その中心と聞く舟木遺跡から鍛冶工房が出た。 しかも この舟木遺跡は弥生の終末期 卑弥呼の時代には

消滅するのに その時代にも続いた遺跡と聞く。卑弥呼の時代につながる鍛冶工房跡が淡路島から出土した。 

淡路島が日本の国づくりに関与したのかもしれないと考えると胸ワクワク。。 

2 月 5 日に北淡震災記念館で発掘調査の報告会があるという。ぜひ参加し、また、できれば舟木遺跡も見てこようと

考えています。 

 

◎ なお この淡路島の山間地集落遺跡群や舟木遺跡・五斗長垣内遺跡について 昨年5月大阪で伊藤宏幸氏が 

  講演の超高記録並びにレジメ資料の整理して、参考掲載しています。  

  今回発表された舟木遺跡から鍛冶工房跡出土以前の昨年の資料ですが、淡路島の弥生時代後期 津名丘陵に現れた 

  五斗長垣内遺跡や舟木遺跡などを含む山間地集落群の紹介並びに五斗長垣内遺跡から出土した鍛冶工房での具体 

  的な鉄器づくり作業の復元検討等今回の舟木遺跡での鍛冶工房出土との関連を考えるベース参考資料です。 

近畿で最大規模とみられる鉄器生産跡が見つかった 

舟木遺跡周辺。現場は木々に囲まれている 

＝淡路市舟木（撮影・内田世紀） 

 

多数見つかった工具やナイフとみられる小型鉄器   

 



   《 参考 弥生時代の後期 津名丘陵周辺に出現した山間集落群  》  
  淡路市教委 伊藤宏幸氏 2016.5.28.大阪文化博物館講演 レジメ資料& スライドより整理  

津名丘陵周辺 稲作が行えぬ高地に出現した軍事的性格を持たぬが、生産工房など多様な生活様式を営む 

弥生時代後期の集落遺跡群。 島では海岸よりも山間地を貫く方が幹線道路として機能しやすかった事情で生まれたと

する向きもあり、流通の拠点集落と考えられている  

五斗長垣内遺跡も山間集落群の一つ また舟木遺跡は終末期までも続く山間地集落遺跡の中心とみられている。 

 

   
 

    1. 参考 和鉄の道・Iron Road  2016  

     【スライド動画】 大阪弥生文化博物館 2016年春季特別展第 3回考古学セミナー   

     淡路市教委 伊藤宏幸氏講演「淡路島 五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」  

            聴講 まとめ by Mutsu Nakanishi 2016. 5.28.  

      弥生後期の五斗長垣内遺跡 <発掘調査と実証実験で見えてきたこと>  

     

      ◆ http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm 

   2.  参考資料【1】 

          淡路文化資料館 淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演資料 2015.12.12.  

       「淡路島の弥生時代と山間地集落  五斗長垣内遺跡と舟木遺跡 」 

            ◆ http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR3awajiregime.pdf 

  3. 参考資料【2】 

     2017.1.26. 朝刊各紙報道ファイル 「淡路島舟木遺跡で 弥生後期の鍛冶工房出土」 

      ◆ http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR1.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR3awajiregime.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR1.pdf
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     新たに淡路島で 弥生の鉄器拠点とみられる国内最大級の鍛治工房跡が出土した舟木遺跡 

     2017.1.26.. 朝刊各紙 淡路島 舟木遺跡の記事 ファイル インターネットより 

◎ 読売新聞 淡路島で新たな鍛冶工房跡、弥生期建物跡と鉄器  

兵庫県淡路市の弥生時代後期（２世紀中頃～３世紀初め）の舟木遺跡で、鉄製の工

具などを作った鍛冶工房とみられる建物跡４棟と鉄器５７点が見つかり、市教育委

員会が２５日、発表した。淡路島北部が、近畿に鉄器文化が広まっていく際の中継

地や生産拠点として大きな役割を果たしていた可能性を示しているという。 

遺跡は標高約１５０メートルの丘陵地にあり、推定面積は約４０ヘクタール。 

２００９年に約６キロ先の弥生時代後期の五斗長垣内遺跡（淡路市）で工房跡１２

棟や鉄器が見つかり、舟木遺跡も生産地だった可能性が高いとして、昨年１０月か

ら尾根の７か所を発掘していた。今回確認されたのは竪穴建物跡４棟。３棟は直径

１０メートル前後と通常の竪穴住居より大きく、うち１棟には炉の跡があった。周囲で鉄器も見つかっており、市教委

はいずれも大型の鍛冶工房だったとみている。 

◎ 朝日新聞  淡路・舟木遺跡、弥生鉄器の大産地か  工房が集中 

兵庫県淡路市の舟木（ふなき）遺跡で弥生時代後期～終末期（２世紀中

ごろ～３世紀初め）の鉄器などの工房とみられる建物跡４棟や鉄製品が

見つかった。市教委などが２５日発表した。市内の弥生期の鉄器工房跡

は、南西約６キロにある五斗長垣内遺跡（国史跡）に続き２カ所目。市

教委は、淡路島北部には「邪馬台国時代」まで鉄器工房が集中し、舟木

遺跡がその中心だった可能性もあるとみている。 

舟木遺跡は淡路島北部の標高約１５０～１９０メートルの丘陵部にあ

る。昨年１０月からの調査で複数の場所を幅約２メートルの溝状に発掘

し、直径１０メートル前後の大型とみられる円形の竪穴建物跡３棟と、

一辺約４・５メートルで角が丸い隅丸方形（すみまるほうけい）の竪穴

建物跡１棟を検出した。その中から刀子（とうす、ナイフ）や細長い針

状の鉄器、鉄を加工した際に出た鉄片などの鉄製品計５７点と、ハンマ

ーとして使われた敲石（たたきいし）などが出土。円形建物跡の１棟で

は、鉄を木炭で熱し、床面が赤く変色した炉の跡も確認した。 

弥生時代終末期の溝からは、祭祀（さいし）に使われたとみられる多量

の土器、タコつぼ、ミニチュア土器なども見つかり、付近に祭殿や首長

墓など特別な施設があった可能性があるという。 

◆五斗長垣内遺跡では鉄器工房跡が１２棟発見され、弥生時代では 

最大規模の鉄器生産遺跡として注目された。舟木遺跡の面積は五斗 

長垣内遺跡（約３ヘクタール）をはるかに上回る約４０ヘクタール。 

住居群など多くの建物群もある可能性があり、市教委は来年度以降も発

掘調査を続ける方針だ。 

市教委社会教育課の伊藤宏幸課長は「発掘したのは舟木遺跡のごく一部。

弥生時代後期、淡路島北部は近畿地方の一大鉄器生産地だった可能性が

あり、遺跡の実態解明をめざしたい」としている。 

愛媛大東アジア古代鉄文化研究センターの村上恭通センター長は「ごく

一部の発掘で工房や炉、多数の鉄器が出土したのを見ると、五斗長垣 

内遺跡よりも大規模な鉄器生産遺跡だった可能性が高い」と評価。 

近畿の弥生時代遺跡に詳しい森岡秀人・奈良県立橿原考古学研究所共同研究員は「弥生時代、淡路島は大和（現在の奈

良県）や河内（大阪府南部）にとって、西からの物資や情報を中継する『玄関口』だった。島北部で生産された鉄器は

大和や河内、摂津（大阪府北部、兵庫県東南部）に運ばれたのでは」と推定する。 

舟木遺跡の大型建物跡で見つかった

炉の跡＝兵庫県淡路市、水野義則撮影  

舟木遺跡から出土した工具とみられる

鉄器（左）とナイフとみられる鉄器 (右 )

＝兵庫県淡路市、水野義則撮影  
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http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
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http://www.asahi.com/topics/word/淡路島.html
http://www.asahi.com/topics/word/邪馬台国.html
http://www.asahi.com/topics/word/淡路島.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/発掘調査.html
http://www.asahi.com/topics/word/発掘調査.html
http://www.asahi.com/topics/word/社会教育.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
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http://www.asahi.com/topics/word/文化研究.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
http://www.asahi.com/area/nara/
http://www.asahi.com/topics/word/橿原考古学研究所.html
http://www.asahi.com/topics/word/弥生時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/淡路島.html
http://www.asahi.com/area/nara/
http://www.asahi.com/area/nara/
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◎ 毎日新聞  淡路・舟木遺跡 新たな大型の鉄器工房跡 国内最大級か  

  弥生時代後期 鉄製品５７点と工房含む竪穴建物跡４棟発見  

兵庫県淡路市教委は２５日、弥生時代後期の舟木遺跡（同市舟木）から大型の鉄器工房跡を確認したと発表した。 

遺跡中心部の状況を把握するため狭い範囲で溝（トレンチ）を掘って調査した結果、鉄製品５７点と工房を含む竪穴建

物跡４棟が見つかった。同遺跡全体の鉄器工房の規模が、南西約６キロにある国内最大級の鉄器生産集落で国史跡の五

斗長垣内（ごっさかいと）遺跡（同市黒谷）をしのぐ可能性があるとしている。舟木遺跡は約４０ヘクタールの大規模

な山間地集落遺跡。これまでに約５７００平方メートルを調査し、弥生時代後期の竪穴建物跡１０棟や土器、中国鏡の

破片が出土しているが、鉄器工房は確認されていなかった。  

 ２０１６年度は遺跡中心部の尾根沿いに７本の溝、計１２８平方メートルを掘り、弥生時代後期後半（２世紀後半）

の竪穴建物跡４棟を確認した。３棟は直径１０メートル前後の大規模な円形で、うち１棟から床が赤く焼けた炉跡４カ

所が見つかった。もう１棟は四隅が丸い隅丸方形建物だった。  

鉄製品は破片を含む５７点で、明確な使途は分かっていないが、鍛冶に関連したものと、工具とみられる針状のものな

ど。鉄の加工に使った台石や砥石（といし）など石製工具４２点や、祭事用と考えられる弥生時代終末期（３世紀初頭）

の土器も出土した。市教委は、建物跡は鉄器生産工房と、鉄工具を使用した何らかの生産工房で、大規模な工房群の存

在も想定できるとみている。 

 淡路島北部には弥生時代後期の遺跡群が集中。３ヘクタールの五斗長垣内遺跡からは１２７点の鉄製品が見つかって

いる。同遺跡では終末期の土器は出土しておらず、同遺跡の消滅後も鉄器生産を続ける集落が存在していたことが裏付

けられたとしている。 市教委は「淡路島北部が鉄器の製作や保有で近畿でも極めて重要な地域だったのではないか」

とみており、「古事記」で国生みの地として伝わる淡路の古代史を究明するため、舟木遺跡の重点調査を続ける。 

 ◎ 神戸新聞Next    

  近畿最大？淡路に鉄器工房跡 弥生時代の舟木遺跡 2017/1/25 20:30  

兵庫県淡路市舟木にある弥生時代の山間地集落遺跡「舟木遺跡」の発掘調査で、新たに

鉄器生産工房跡と、手工業品を生産した可能性のある工房跡、鉄器５７点などが見つか

った。兵庫県と同市の両教育委員会が２５日発表した。 

過去に同市で見つかった近畿最大の鉄器生産遺跡「五斗長垣内遺跡」（同市黒谷）を上

回る規模と推定され、専門家は「弥生時代、淡路島が鉄器の製作や保有の地として有力

視されていたことを裏付ける発見だ」と指摘する。 

同時に出土した土器の年代から、工房があったのは２世紀後半とみられる。 

見つかったのは４棟の大型の竪穴建物跡。うち３棟は敷地が円形で直径が１０メートル

を超える大型で、うち１棟から４基の炉の跡が確認された。柱が外側に寄り中央部が広

いことから、作業をする空間だったと想定される。 

また４棟全てから鉄器製作に使ったとみられる石器を多数発見。鉄器は計５７点あり、 

鍛冶関連のほかに針状鉄器など小型工具が出土した。 

針状鉄器は小さいものでは長さ４ミリ、幅１ミリで、愛媛大学東アジア古代鉄文化研究 

センターの村上恭通センター長は「小型工具を使って何らかの手工業品を生産する大規

模な工房群が存在した可能性がある」と指摘する。作られた物は出土していないが、木

製品や皮革製品などが想定できるという。 

２００９年に工房１２棟と鉄器１２７点が見つかった五斗長垣内遺跡では、鉄鏃（てつ

ぞく）（矢尻）などの武器類が多く出土した一方、舟木では明確に武器と認められるも

のはなかった。二つの集落はわずか約６キロの距離でほぼ同時期に存在していたが、 

生産物に違いがあることが判明。五斗長垣内が消滅した後も舟木で鉄器生産が続けら 

れていたことも分かった。（切貫滋巨） 

【舟木遺跡】 弥生時代後期～末期（１世紀～３世紀初頭）に存在したとみられ、 

１９６６（昭和４１）年に発見された。面積は推定約４０万平方メートル。 

９１年の調査で見つかった出土物が、古代の中国で製作された青銅製の中国鏡の破片であることが明らかになっていた。 

炉の跡が確認された工房の遺構。

土が赤っぽく焼けている 

＝淡路市舟木（撮影・内田世紀） 

 

近畿で最大規模とみられる鉄

器生産跡が見つかった舟木遺

跡周辺。現場は木々に囲まれて

いる 

＝淡路市舟木（撮影・内田世紀） 

 

http://mainichi.jp/articles/20170126/k00/00e/040/001000c
https://www.kobe-np.co.jp/news/bunka/201701/0009859729.shtml
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7世紀に築かれた大和川水系にある日本最古のダム形式のため池                          

          狭山池(大阪府南部の大阪狭山市)を久しぶりにたずねました 2017.3.14.  
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左: 南 西除川（天野川）と三津屋川（今熊川）の 合流点付近 & 右: 狭山池東側堤より 狭山池北側を眺め 

   

 左: 狭山池西側 池の中に狭山池神社  右: 狭山池北側中央 狭山博物館を眺める 
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  ≪鉄のはなし あれこれ≫ 「鉄のまほろば」  2017.5.5.  by  Mutsu  Nakanishi 

   本の紹介 山陰中央新報社編「鉄のまほろば -山陰 たたらの里を訪ねて-」2016.5.25.  

                                ご存じだったら すみません ご参考になれば          

地方の新聞社が出版する本の新聞広告欄「ふるさと発見 新聞社の本」に 山陰中央新報社編  

「鉄のまほろば ～山陰たたらの里を訪ねて～ 」が 

「今も残る日本遺産のたたら製鉄。山陰を中心に訪ねる」の 

紹介文とともに掲載されているのを見つけ、「鉄のまほろば」 

「今も残る日本遺産 山陰たたらの里を訪ねて」の紹介文に 

魅かれて、神戸の駸々堂書店を覗くと、金属の書籍棚の隅っこ 

に置かれているのを見つけました。 

 

 「国のまほろば 大和」「北のまほろば 津軽」など 

 「まほろば」の言葉には なんとも心地よい響きがある。 

 深く考えたことはないが、素晴らしいとか うるわしい 

 ,豊たかなどのセンター的な地域や場所をさすのだと思って 

 いました。 

 

 「大和は 国のまほろば  

    たたなづく 青垣山ごもれる 大和し 美し」 

               古事記 倭建命 

    司馬遼太郎 街道をゆく 41巻 

      「北のまほろば (津軽)」 

 

◆ ふっと沸いた疑問「まほろば」が意味するのは なになんだろうか ??   

ちょつと「まほろば」の言葉が気になって 辞典を調べると 国語辞典には「まほろば」の言葉は見つからない。 

ほかの辞典で記載されていても  どれも「まほら」あるいは「まほ

らま」に同じと記載されているだけだという。 

もちろん 漢字表記もない。語源はよくわからないのだという。  

「まほろば」がさす意味は  

「素晴らしい場所」「住みやすい場所」を意味し、美しい日本の国

土とそこに住む人々の心をたたえた古語 だという。 

   「物事が完全であること」などの意味がある「まほ（真秀）」

に場所を意味する接尾語「ら」がついて 

   「まほら」となったものが転じて、「まほろば」や「まほらま」

という言葉になったとされています 

そこに住む人たちの心をたたえた古語だという。  

この「まほろば」の言葉の中にも「縄文の心」が根底にあると知って び

っくりしました。 

そして 「鉄のまほろば」とは「地域と共にそこに住む人たちのたたら

製鉄を通じた営み」を称えて使う言葉なんだと。 

産業・文化・歴史・交流など 鉄を通じたあらゆる人々の営みをたたえ

る視点がこの「まほろば」の言葉にある。 

ふと「和鉄の道・Iron Road」の言葉にこめた思いと同じで、何とはな

しに魅かれるのも、この視点なんだと。 
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◆ 山陰中央新報社編「鉄のまほろば -山陰 たたらの里を訪ねて-」  

この本の紹介文には「鉄のまほろば (山陰)に今も残る日本遺産 山陰たたらの里を訪ねて」と書かれている。 

地方新聞社が出版した本で、新聞に掲載された現地ルポの特集記事をまとめたもの。出雲・参院地方に密着した新聞社がまと

めたたたら製鉄の視点。 興味津々で 参考にもなるし、ぜひとも読みたいと。 

ラッキーにも書店にありましたので、さっそく買い求めました。 

手にした表紙の帯に「日本遺産『たたら』 全貌ここに ! 」の文字が躍っている。日本遺産とは、地域の歴史的魅力や特色を

通じ、我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産」として認定して、有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用す

るもので、2016年4月「出雲國たたら風土記 〜鉄づくり千年が生んだ物語〜」が日本遺産に登録されたという。 

この本の前書きには  

『千年以上かけてこの地域に住み続けた人々が、ひとつづつ、丁寧に作り上げてきた景観や、たたらに関わる先人 

 たちの足跡を訪ねた今回の企画は、地域の誇りを再確認する作業でした。中国山地で行われてきた砂鉄採取、木 

 炭製造、食糧生産、製鉄とその運搬という地域の素材を活用した複合的な営みは、人口減少が続き、地方創生が 

 叫ばれる現代の道しるべになるのではないか。そんな期待を胸に私たちは2015年1月に「鉄のまほろば」の 

 連載をスタートさせました』とこの本のタイトルに「鉄のまほろば」とつけられた視点がきっちり記されていました。 

 

今 グローバル・中央中心の日本社会が危機を迎え、日本社会の中に、里山資本主義などと呼ばれる地方循環型経済の組 

込みが求められる時代。 たたら製鉄が山陰各地で千年をかけて、築いてきた営みが現代を生き抜くヒントがこの本の中 

に力強く描かれている。 

たたら製鉄の全貌とともに、今まで気が付かなかった現代の通じるヒントなど 現地に精通した記者たちの訪問取材を通 

して 写真・図表と簡潔な文で分かりやすくまとめられた記事 50篇一つ一つについつい引き込まれてゆく。 

私自身取り上げたものもあるが、知らなかったことも多く、その一つ一つの記事タイトルからも記事の視点が読み取れ 

ので、参考にインターネットに掲載されている山陰中央新報社「鉄のまほろば」と本書の目次から掲載記事タイトルを拾い出

しました。 山陰の人々の営みに今も根差しているたたら製鉄の時代を超えたおおきさを読み解くおすすめの本の紹介です。 

    ■ internet版: 鉄のまほろば :  海の総合商社 たたらと回船で時代築く より  

http://www.sanin-chuo.co.jp/shashin/modules/news/article.php?storyid=553097274 

 

    ■ internet版: 鉄のまほろば :地形改変・於保知盆地編 歳月かけた大地の創造物 より 

http://www.sanin-chuo.co.jp/shashin/modules/news/article.php?storyid=555721274 

   

 

大田市の岩見銀山遺跡が世界遺産に登録

され、その繁栄ぶりが広く知られている。 

太田市周辺は江戸後期から明治初期にか

けて、久手、鳥井、和江など、大田市内の

港を拠点とする回船業者の名が数多く並

び、これら、石見の回船業者は『海の総合

商社』・鉄と海で栄えた姿が浮かび上がっ

てきた 

山を崩し、生活空間を切り開いてきた先人たち。鉄穴残丘、田畑、ため池からなる景観は、                      

数百年の歳月をかけて人の手で造り上げた大地の創造物だった。 
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     山陰中央新報社編「鉄のまほろば -山陰 たたらの里を訪ねて-」 目次 

 

 ■材料関係の専門書が多く出版され始めた 変化の兆しか?? 

久しぶりに三宮の書店の理工学書の棚を見てびっくり。かつて学んだ金属・溶接の棚には ここ数年ほとんど新しい本がなく、

他の分野の本に追われて、寂しく思っていましたが、上から下までびっしり新しい本が並んでいました。  

ハウツー物や専門書というより解説書が多いのは時代の流れかもしれませんが、そんな本に混じって、新しい視点の専門書や

新分野の本がいくつも。 学際的な本がもっと出てくれば、時代が大きく変わるのにと。 ・・・・  

でも うれしくなりました。 

探していた「鉄のまほろば」の本もここで見つけました。 

色々教えていただいた先生の本・学会編の新刊本も棚にある。 

 

新素材・機能材ブームが下火になって、金属材料に興味を持

つ若者がどんどん少なっていると聞いていましたが、     

新しい風が吹き始めていることにうれしくなりました。  

かつて、産業の米と言われた金属素材・鉄。 

その広がりの大きさが また、人々を引き付け、 

新しい時代を開いてくれることを切に願う。  

地方新聞社出版のふるさと本「山陰中央新報社編「鉄のまほ

ろば -山陰 たたらの里を訪ねて-」 がこの本棚の一角に

あったのも、そんな書店の視点でしょうか・・・・         
神戸三宮の本屋 理工学書「金属工学」の棚で 
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http://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm#和鉄の道
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1109yayoiironroad.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1605metalroadweb.pdf
http://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/index.htm#和鉄の道
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http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funaki00.htm
https://www.city.awaji.lg.jp/uploaded/attachment/17241.pdf
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  <鉄の話あれこれ>                                                       

  1. 《鉄の風景》 かすむ淡路島を背に加古川河口東岸に神戸製鋼加古川の高炉遠望  

  2. 「ステンレス・スチール」という名前のバラをご存知でしょうか・・・・・  

 

 1.  《鉄の風景》かすむ淡路島を背に加古川河口東岸に神戸製鋼加古川の高炉遠望  

             播磨富士「高御位山からの神戸製鋼加古川の遠望」   2017.5.17. 

 

     播磨富士 高御位山頂上 高御位神社の磐座 とそこから眺める播磨灘 遠望 2017.5.17. 

 

かすむ淡路島を背に加古川河口東岸に神戸製鋼加古川の高炉遠望 2017.5.17. 
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 2. 「ステンレス・スチール」という名前のバラをご存知でしょうか・・・・・  

          須磨離宮 春のバラ展で 2017.5.30. 

  

5月末 須磨離宮の春のバラ展を見に行って、「ステンレス・スチール」の名前が付いたバラを見つけました。 

一時話題になったサントリーの青いバラに近い薄い色のバラで「薄い藤色の美しいバラで、花の香りもよい」と説明されてい

ました。咲き進むにつれて、幻想的なラベンダー色に変化してゆく印象的なバラだともいい、 

鏡面に磨かれた鋼のようなシャープな色が名前の由来で、1991年にアメリカで作られたという。  

鋼がバラの花の名前になるとは想像できませんでしたが、鏡面に磨き上げられた鋼の肌光がイメージされたのか・・・・   

インターネットで検索すると多くの人が このバラを楽しんでいる。 

苗を見つけたら、ちょっと植えてみようと思います。  

 

 



     Ƃ Iron Road Ǜ歩Ƙ Ӟ代ƨƨǒƷ郷 奥播磨Ʒ中国山地Ɣǒ流Ǖ出ƨ千種߷Ʒ河ӝ 赤穂 ƃ 

         久ƠƿǓƴӸ前ƴž鉄ſƷƭƘ山 赤穂 黒鉄山Ǜ歩ƖǇƠƨ  

     兵庫100Ӹ山 赤穂市ž黒鉄山ſƱ赤穂千種߷河ӝwalk   2017.8.19.  

 

       1. 兵庫100Ӹ山ž黒鉄山ſƴႇǔ  

       2. 赤穂港ヷ千種߷河ӝwalk  砂鉄浜Ʒ痕跡ǛƠƯ  

       3. 千種߷堤防Ɣǒ赤穂城址  

     参考 赤穂ƴ塩ဋǛ作Ǔ出Ơƨ播磨北部Ʒƨƨǒᙌ鉄 & 赤穂Ʒ塩ဋ開ႆƷ歴Ӫ地 

  

兵庫北播磨中国山地ƷӞ代ƨƨǒƷ郷 千種ヷ作用Ɣǒ南ƴ流ǕㄦǓŴ瀬戸内海ƴ注ƙ千種߷ŵそƷ河ӝƴ開ƚƨ赤穂

Ƹ砂鉄取Ʒ土砂ƳƲ千種߷Ʒ土砂ƕ堆積ƠƯưƖƨ塩浜塩ဋƷ街ƱƠƯ知ǒǕǔŵ  

そƷ河ӝƴƸ今ǋ土砂Ʊ一ደƴ堆積Ơƨ砂鉄浜ƕあǔƔǋƠǕƳいƱƾƱ思いŴ地Ǜ広ƛƯいƯŴ赤穂Ʒ街Ʒ西北部

ƴž黒鉄山ſƷӸǛ見ƭƚǇƠƨŵ 

岡山/兵庫Ʒ県境ǛƳƢ山塊Ɣǒ狭い谷筋Ǜ東へ流Ǖㄦǔ大津߷ƕŴƜƷ山ƷƢƙ南Ǜ流ǕㄦǓŴ周辺地؏ƴƸ大津そƠ

Ư船渡Ʒ地ӸǋあǓŴそƷ東南ƴƸ現在Ʒ赤穂Ʒ町ƕ広ƕǓŴ赤穂Ʒ街ヷ塩ဋヷ港Ǜ作Ƭƨ千種߷ƕそƷ東側Ǜ流Ǖㄦ

ǔŵƜƷ大津߷ヷ千種߷Ʒ河ӝ周辺ưƸ赤穂Ʒ海岸線ƕ深Ƙ入Ǔ込ǜưいƨƱ推定ƞǕǔŵ 

ǇƨŴ黒鉄山山腹ƴƸ蝋石や黄鉄鉱ƳƲǛ算出Ơƨ鉱山(湯ノ内&第ㅚ湯Ʒ内 鉱山)ƕあǔŵ 

今回 黒鉄山ǛႇƬƯǈƯŴ山中Ʒႇ山ᢊư見ƨǶレ石Ʒ割Ǖ目ƴƸ数多Ƙ褐鉄鉱Ʒ鉱Ꮶƕ見ǒǕǔƜƱƳƲŴ考えǔƱ

黒鉄山ƷӸƸž鉄ſƴ関連ƠƯӸƮƚǒǕƨ山ƩǖうƱ思ƬƯいǇƢŵ 

ǇƨŴƔƭƯ塩ဋƕ広ƕǔ赤穂Ʒ街Ʒ沿岸部ƴ砂鉄Ʒ体積Ơƨ浜ƸƳƔƬƨƱ思うƷưƢƕŴ千種߷Ʒ河ӝ周辺ưŴ砂

鉄浜Ǜ見ƨƱƷブロǰǛ見ƨ記憶ǋあǓŴž黒森山へႇƬƯ 赤穂Ʒ街Ʒ沿岸部ヷ千種߷Ʒ河ӝǋ見ƨいſƱƷ思いƕ

ǊǒǊǒƱŵ8月19日朝早Ƙƴ神戸Ǜ出Ư 久ƠƿǓƷ Iron Road  和鉄Ʒᢊž千種߷Ʒ河ӝ赤穂ſƴ出ƔƚƯƖǇ

Ơƨŵ 
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   赤穂市西浜 港Ʒ場地࠘Ɣǒ黒鉄山Ǜദ面ƴ眺Ǌǔ              JR播߸赤穂駅前               2017.8.19. 

   頂ㄥƴあǔ反射ெƕ目Ү 赤穂Ʒ市街地 ƲƜƔǒǋ見えǔ        新快速電車ư神戸Ɣǒ約1時間11:10到着  

暑い夏Ʒ一日 Ɠ盆ǋ過ƗƯŴ駅前ƸƲƪǒƔ言うƱ静ƔƳǋƷŵ 

今日Ƹ 千種߷河ӝƷ赤穂ư ƨƨǒƷ痕跡Ǜƨƣ

ƶǔ walkŵ赤穂Ʒ街Ʊ瀬戸内Ʒ島々ƕ一望ưƖǔ

Ʊいうž鉄ſƷӸƕƭƘ黒鉄山へႇƬƯŴㄥƔǒ赤

穂Ʒ街Ʊ千種߷河ӝǛ眺ǊŴそƷあƱŴ赤穂Ʒ港Ɣ

ǒ千種߷Ʒ河ӝへ歩いƯŴ ƨƨǒƷ痕跡ǛƢŵ 

千種߷ㄥ流Ɣǒ流ƠƨƨƨǒƷ痕跡ƳƲƳいƱいわ

ǕǔƷưƢƕŴ鉄Ʒ山 黒鉄山そƠƯ 千種߷Ʒ河

ӝǛơƬƘǓ歩ƘƷƸ初ǊƯŵ興味津々ŵ毎ࡇƷƜ

ƱƳƕǒŴ行Ɩ当ƨǓƹƬƨǓƷ山ヷそƠƯ海岸歩

Ɩưあǔŵ 

 

ƱǓあえƣ駅Ʒ観ή案内所へ飛Ƽ込ǜư 色々教え

Ưǋǒうŵ  

ž赤穂Ʒ海岸ư砂鉄ƕ見ǒǕǔ場所ƕ残ƬƯいƳい

Ɣ?ſƱ 聞ƖǇƠƨƕŴやƬƺǓ海岸ƴ堆積Ơƨ砂鉄

ƳƲ誰ǋ知ǒƳいƱいうŵ  

ǇƨŴ黒鉄山へƷアǯǻǹƴƭいƯƸ 

 黒鉄山ƷႇǓӝ大津地区へƸバǹƕあǔƕŴ 

 本数ƕ少ƳƘ歩ƘƱ᨟分ƔƔǔƱ教えƯǋǒうŵ 

 

赤穂駅前Ɣǒ タǯǷ-ư黒錣山ƷႇǓӝǇư行ƬƯŴ

山ƴႇǔŵ 高ƞƸ 430m  赤穂Ʒ背後Ʒ山 約 1

時間ưႇǕŴ赤穂Ʒ街Ɣǒ瀬戸内Ʒ海ƕ素晴ǒƠいƱ

聞ƖŴ気楽ƳハイǯƷ気分ŵ  

ưǋ兵庫県 100 Ӹ山Ʒ山ŵ ƖƬƱဌደあǔ楽Ơい

山ƴᢌいƳいŵそƷあƱ 赤穂Ʒ街Ʒ沿岸部Ǜ歩いƯŴ千種߷河ӝへ行Ƙ目的ƔあǔƷưŴ頂ㄥưƷ展望Ǜ楽Ơǉŵ特ƴ赤穂

Ʒ沿岸ƕƲうƳƬƯいǔƷƔ ㄥƔǒƠƬƔǓ眺ǊǑうŵあƱƸӷơルヸトǛ引Ɩ返ƠƯŴƿǒƿǒ周Ʒ景色Ǜ眺ǊƳƕǒŴ

赤穂Ʒ街へ出ƯŴ赤穂Ʒ港沿岸Ǜ千種߷河ӝへwalking  

真Ƭ青Ƴ青空ŵ 今日ǋ一日暑そうŵ ƠƬƔǓ 水分補給Ƥƶƹヷヷヷヷŵ 

 

 



     Ƃ Iron Road Ǜ歩Ƙ Ӟ代ƨƨǒƷ郷 奥播磨Ʒ中国山地Ɣǒ流Ǖ出ƨ千種߷Ʒ河ӝ 赤穂 ƃ 

          兵庫100Ӹ山 赤穂市ž黒鉄山ſƱ赤穂千種߷河ӝwalk   2017.8.19.  

              西播磨Ʒ赤穂Ʒ街Ʊ瀬戸内海Ʒ見晴ǒƠ台 

        1.  兵庫100Ӹ山 標高430m ž黒鉄山ſƴႇǔ  

   
地ǛǋǒƬƯ タǯǷヸư 赤穂駅前出ႆŵ 11:20 

࠙ǓƷ町中へƷᢊ筋Ǜ頭ƴ入ǕƳƕǒŴ赤穂駅前Ɣǒ東へ国ᢊ256号ŵ海岸Ǜ西へ向Ɣう国ᢊƱ新ဋƷ大ƖƳ交差点ư

別ǕŴӫへ大津地؏Ɣǒ山並ǈƷ間Ǜ備前へ向Ɣう県ᢊ

96号線ƴ入ǔŵ 

大津߷Ʒ橋Ǜ渡ǔƱᢊƸ 西へǫヸブƠƯŴ山間Ʒ大津地

؏ŵ山陽自動車ᢊǛƘƙǔƱӫ手山並ǈƴ沿ƬƯ山陽新࠴

線Ʒ高架橋ƕ見えŴそƷ後ǖ中央ƴƲƬƔǓƱࡈǔ黒鉄山

ƕࡈƬƯいǔŵƜƷ高架橋Ʒ所ƕ黒森山Ʒႇ山ӝƩそうƩŵ                              

県ᢊ557へ入ǔ標識ư北ƴ折ǕƯŴ黒鉄山Ʒ山ᙍ湯Ʒ内

集落へ向Ɣい  新࠴線Ʒ高架Ʒ手前ƔǒƷ細いᢊǛ西へ 

高架ǛƘƙƬƨƱƜǖƕŴ黒鉄山Ʒ湯Ʒ内ႇ山ӝƩƬƨŵ 

TAXIư15分弱ưƠƨŵ  

  Ɣႇ山ӝǇư案内ƠƨƜƱあǔƷưŴᢊƸわƔǔƱ聞ƖŴラッǭヸŵࡇᢃƴǋᢃ転手ƞǜƸ 何࠳

砂鉄Ʒ話ǋƠŴ無線ưいǖいǖ聞いƯƘǕƨƷưƢƕŴやƬƺǓ知ǒƵƱŵ  

  

      黒鉄山湯ノ内ႇ山ӝ 大津地区湯ノ山団地Ɣǒ黒森山Ʒ山腹Ǜ北ƴ超えƯ国ᢊ2号線へ向Ɣう入ӝ 

       山陽新࠴線ƕ西へ黒鉄山Ʒ山ᙍǛ通Ǔ抜ƚƯǏƘƢƙᏥưƠƨ 

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



 

   

   扉Ǜ閉ǊƯ黒森山Ʒႇ山ᢊへ入ǔǄǅ ǇƬƢƙ直ႇƷ浅い谷筋Ǜ頂ㄥ部ǇưႇƬƯǏƘ  2017.8.19.  11:38 

    

 赤い鳥居Ʒ鍋森神社Ʒ森 ƜƜƔǒ林Ʒ中 直ႇルヸトƷ浅い谷ᢊƕ頂ㄥへ 予想ǋƠƳい悪路ƱƷ格闘ưƠƨ 11.46. 



 

  

 

足元Ʒ石Ǜ眺ǊǔƱ 

鉄鉱ᏦƱ思わǕǔ赤黒い筋や

そƠƯ割Ǖƨ表面Ʒㄥƴ赤黒

い面ƕǈえǔ 

ƜƷ赤黒い鉱物Ƹ鉄系鉱物Ƴ

ƷƩǖうƔ? 

ƜƷ山Ʒ石ƴ見えǔ鉄系鉱物

Ʒ܍在ƕ 黒鉄山ƷӸ前Ʒဌ

来ƔǋƠǕƳいŵ 

 明ǔい谷筋ưƢƕŴႇǔƨƼƴ足元ƕǺルǺル崩ǕǔưƜǅƜƷǸǰǶǰ

ᢊ ƓǇƚƴ大ƖƳ石Ʊ小ƞƳ石 木Ʒ根 小枝ƕ顔Ǜ出Ƣŵ里山防災林

整備Ʒ案内ெ ǑƘ整備ƞǕƯŴ楽勝Ʊ思ƬƨƷưƢƕヷヷヷヷヷヷŵ 

 黒鉄山Ʒ山腹Ǜ美Ơい里山ƴ整備Ƣǔㅙ業ưᢂ歩ᢊヷ植林整備ƕ 

 行わǕƨƱ意味Ǜ取ǓᢌえƯいǇƠƨŵ 

歩Ɩ出ƠƯわƔƬƨƷưƢƕŴ頂ㄥ部ƷƢƙㄦǇưŴ軟弱ưƢƙ崩ǕƯƘ

ǔ足場Ʒ悪いǬレ場ƕƭƮƘ谷筋ŵ 

直ႇルヸトưƸあǔƷưƢƕŴ防災ㄥƸү険Ƴ場所ŵ そǕǛ克服Ƣǔƨ

ǊŴ防災林整備ƕƳƞǕƨ場所ưŴᢊƸႇ山ᢊƱいうǑǓŴ防災林Ʒ管理

ᢊ路ƱいうƷƕ目的ƷǑうưƠƨŵ  

短時間ư頂ㄥƴ到ᢋưƖǔƕŴ悪路ŵ長いƜƱ 格闘ƠƨǑうƴ思ƬƨƷưƢƕŴ10数分ư落ƪ着いƨƷǅǓᢊƴŵ 



     

    ႇ山ᢊƷ標識ƕ見え ƜƜƔǒ整備ƞǕƨ᨞段ᢊƕǇƬƢƙㄥへ整備ƞǕƯいǔŵ  

    ǋうǬレ場ǋ抜ƚǔƩǖうŵ ǄƬƱ一息 12:04 

 

ǇǋƳƘ黒鉄山Ʒ頂ㄥ部Ʒ台地Ʒ東端ŵそƷǇǇ頂ㄥ部Ǜ乗越ƠƯ北Ʒ笹谷へㄦǔᢊƱƷ分岐ŵ 

ᢊƸƜƜư90ࡇ西へ折Ǖ曲ƕǓŴ空ƕ開ƚŴ黒鉄山ƷǷンボル反射ெƷ横Ǜ過ƗǔƱ東西ƴ細長Ƙ広ƕǔ頂ㄥ部ŵ 

  

頂ㄥ台地Ʒ東端ƴ反射ெƕ見えŴ中央ƴƸ赤穂Ʒ街Ʒ奥 瀬戸内海ƴ家島群島ヷ 小豆島ŵ直ㄦƴ目Ǜ向ƚǔƱ  

ႇ山ӝへέ程入ƬƯƖƨ備前へ抜ƚƯǏƘ県ᢊ56号Ʒ山間沿いŵ 

狭い大津߷Ʒ谷間Ǜ山陽自動車ᢊƱ新࠴線ƕ交差ƠƯ走Ǔ抜ƚƯǏƘƷƕ見えǔŵ 



 

  

 

標高430m 黒鉄山 

 到着 記録箱前 

2017.8.19. 12:50   

 



 

      黒森山ǑǓ 千種߷河ӝƴ広ƕǔ赤穂Ʒ市街地 遠望 2017.8.19.   

  Ū 写真中央Ɣǒӫへ流Ǖㄦǔ千種߷Ʒ河ӝƕ見えƯŴ河ӝ東岸 兵庫一Ʒㆯ山 唐船山ǋ見えǔ          

  Ū 写真ӫ端ƴƸǇƬƢƙ赤穂Ʒ港へ向Ɣう県ᢊ96号ƕ見え 赤穂Ʒ中心部Ǜ取Ǔǜư東Ʒ千種߷河ӝへ 

  Ū 写真ƴƸ見えƯいƳいƕ 県ᢊ96号線ƷӫƴƔƭƯƷ西浜沿岸 赤穂Ʒ港ƕあǔ  

 



 

 

時間的余裕ƕƳいƷư いやƳᢊưƢƕŴǇƬƢƙǋƱ来ƨᢊǛㄦ山ƠƯŴ.赤穂Ʒ沿岸部ǛƠƬƔǓ頭ƴ入ǕŴ 

次Ƹ赤穂Ʒ港Ɣǒ千種߷Ʒ河ӝへ 13:18 

 

 

 

 

 

 

 

13:47 ǬレᢊǛㄦƬƯ 約30分 鍋森神社Ʒ入ӝƴ戻.ǔ. 

約1時間ư頂ㄥƴ立ƪŴ赤穂Ʒ市街地Ǜ中心ƱƠƨ瀬戸内Ʒ展望

Ƹ素晴ǒƠƘŴ兵庫100Ӹ山Ʒ山ƩƱŵ 

ǇƨŴ私ƴƸ 久ƠƿǓƷž鉄ſƷӸ前ƕƭƘ山ŵ千種߷ヷ大津߷ƕ流Ơƨ土砂ƕ今Ʒ赤穂Ʒ街Ʒ原型Ǜ作ƬƨƜƱǋ

実感ưƖǇƠƨŵ 面白い山ưƠƨŵ 次Ƹ千種߷河ӝƷ砂鉄Ʒ痕跡ƠƷWalkへ    



  Ƃ Iron Road Ǜ歩Ƙ Ӟ代ƨƨǒƷ郷 奥播磨Ʒ中国山地Ɣǒ流Ǖ出ƨ千種߷Ʒ河ӝ 赤穂 ƃ 

          兵庫100Ӹ山 赤穂市ž黒鉄山ſƱ赤穂千種߷河ӝwalk   2017.8.19.  

  2. 赤穂港ヷ千種߷河ӝwalk  砂鉄浜Ʒ痕跡ǛƠƯ 港Ɣǒ千種߷河ӝへ  

 

   

夏Ʒ日差Ơƕテルƭƚǔ中Ŵ湯Ʒ内Ɣǒ県ᢊ96号線ƷT܌路ƴ

戻ǔƱ都合ƷいいƜƱƴ 15 分ǄƲ待ƯƹŴ赤穂Ʒ街へ出ǔ

14:30Ʒバǹƕあǔŵ  

黒森山Ʒ頂ㄥƔǒ眺ǊƨǇƬƢƙ港へ出ǔ県ᢊ 96 号Ʊ国ᢊ

250号ƱƷ交差点 新ဋǇưバǹư行ƘƜƱƴƢǔŵ  

JR 赤穂駅行Ʒバǹƴ飛Ƽ乗ƬƯŴƜƷ県ᢊƱ国ᢊƕ交わǔ新ဋ 

居村Ʒバǹ停Ǉư乗車ŵƜƜưㄦ車ƠƯ港へ歩ƘƜƱƴŵ  

バǹƷ窓ƔǒƸ黒森山頂ㄥ部ƴあǔ反射ெƕ見えƯいǇƠƨŵ 

 

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



   

14:50  国ᢊ250へ曲ƕǔバǹǛ降ǓƯŴ新ဋƔǒǇƬƢƙ南 赤穂Ʒ港 西浜地区ƴ向ƔƬƯ 地Ǜ見ƳƕǒŴ 

県ᢊ96号線Ǜ赤穂Ʒ港へŵƜƷ県ᢊ96号Ƹ赤穂Ʒ市街地Ʒ南縁Ǜ西Ɣǒ東へǫヸブƠŴ東Ʒ千種߷Ǜ渡ǓŴ相生へŵ 

ƜƷᢊƷ海側ƕƔƭƯƷ赤穂西浜Ʒ塩ဋ地࠘ưŴ現在Ƹ赤穂Ʒ港Ǜ取Ǔǜư大ƖƳ場ƕ立ƪ並ƿ業地࠘ƱƳƬƯ

いǔŵ 赤穂港ヷ千種߷河ӝ西浜地؏ư砂߸ƕあǔƔ確認ƠƨいポイントǛチǧッǯƢǔƷƕ目的ưŴ黒鉄山Ɣǒ沿岸Ʒ

状況ǋ頭ƴ入ǕŴ地Ǜ見ƳƕǒŴ新ဋƔǒ南へ県ᢊ96号Ǜ歩いƯいǔŵ  

 

 新ဋƔǒŴǇƬƢƙ南へ 赤穂Ʒ港へ向Ɣう県ᢊ96号線 

 赤穂線高架橋ǑǓ 北側Ǜ振Ǔ返ǔ  2017.8.15.. 15:22 

 ũ 西浜町Ʒ東端 ᢃ河ƴ沿ƬƯ南へ ᢃ河Ʒ出ӝ 赤穂Ʒ港  ①Ʒポイント赤穂港 西浜東南端へ  

       

新新ဋဋƷƷ県県ᢊᢊƱƱ国国ᢊᢊƷƷ交交差差点点  

第1Ʒチǧッǯポイントž赤穂港 南端Ʒ西浜ſ

Ʊžႆ電所突端ſへ向ƔうƨǊŴ新ဋƔǒǇƬƢ

ƙ南 赤穂Ʒ港 西浜地区ƴ向ƔƬƯ県ᢊ96号

線Ǜ歩いƯŴƪǐƭƱ ᢊ草Ǜ食いǇƠƨƕŴ今

JR赤穂線Ǜ渡ǔ高架橋Ʒㄥƴいǔŵ    

振Ǔ返ǔƱ真ദ面ƴ黒鉄山ƕ見えŴ頂ㄥ部Ʒ反射

ெǋ見えƯいǔ  

ƜƷ高架Ǜ越えƯ 次Ʒᢃ河ƴƔƔǔ高架Ǜ渡ǒ

ƣ西浜地区東端Ɣǒᢃ河ƴ沿ƬƯ南へ赤穂港東

側Ʒ突端へ行Ƙ 

 



対岸Ʒ関電赤穂ႆ電所ƕ見えƯいǔǑƘ整備ƞǕƨ護岸ŵ覗Ɩ込ǜưǈǔƕŴ船ƕ奥へ出入ǓƢǔᢃ河ư砂߸ƸƳい  

西浜町Ƹ沿岸ƴㆰ友大阪ǻメントƷ大場ƕあǓŴƜƷ東端ƔǒƠƔέ端部へƸ行ƚƳƔƬƨŵǇƨŴ当然Ƴƕǒ対岸

Ʒ赤穂ႆ電所Ʒ地έへǋႆ電所Ǜ通ǒƶƹƳǒƣŴ自ဌƴƸ行ƚƵŵ護岸沿いƷᢊƸ高い防潮堤 ᢃ河Ʒ中Ƹ見えƵŵ 

     

第1Ʒチǧッǯポイントž赤穂港 南端Ʒ西浜ſ地区 

 

千種߷河ӝ西岸Ʒ沿岸部Ƹ赤穂港Ǜ中心ƴ業地࠘ŵ東日本大震災Ʒ教訓Ɣǒ沿岸部Ƹ大津波対策Ʒ耐震大防潮堤ƕ張

Ǔ巡ǒƞǕƯいǔŵ護岸ㅙư砂浜ǋ消失ƠŴǋうアリƷ隙間ǋƳいƙǒい漏ǕƕƳいŵ                

赤穂Ʒ沿岸ƴƸ 関電Ʒ新鋭Ʒ赤穂ႆ電所ƕあǔƷưŴǇƣ一番ƴ防災ƕƳƞǕƨƷưƠǐうŵ        

地や山ƷㄥƔǒ赤穂沿岸Ǜ眺ǊƯŴǋう砂鉄浜Ƹ残ƬƯいƳいƱƸ思いǇƠƨƕŴ防災Ʒ徹底ƿǓƸƢƝいŵ      

防災ƱƸいえŴ浜ƴㆰǈƳƕǒ海ƕ見えƳい現象ƕ 日本各地ưƓƜƬƯいǔƷƩƱƪǐƬƱ気分Ƹ複雑ŵ                          

そǜƳƜƱǛ考えƳƕǒŴƸǓǊƙǒƞǕƨ防潮堤Ǜ見ㄥƛƭƭŴǋƱ来ƨᢊǛƻƖƔえƠŴ 

次Ʒポイント➁加里屋߷河ӝƷέ端部ƴ向ƔƬƯ 赤穂港Ʒ東端 西浜Ǜ後ƴƢǔ  15:40 



 

  

ũ 元Ʒ県ᢊ96号線Ʒᢃ河ƴƔƔǔ橋Ǜ東へ渡ƬƯ ➁Ʒポイント加里屋߷河ӝƷέ端 中広ؐ頭へ 15;56     

元Ʒ県ᢊ 96 号線Ʒ西浜地区Ʊ南東側赤穂ႆư所Ʒあǔ加里屋地区Ǜ分ƚǔᢃ河ƴƔƔǔ橋Ǜ東ƴ渡ƬƯ   

➁Ʒポイント加里屋߷河ӝƷέ端 中広ؐ頭(加里屋߷河ӝƷέ端)へǉƔうŵ 15;56  

   

   

関電赤穂ႆ電所Ʒ前Ǜ通ǓŴƞǒƴ西沖Ʒ信号Ǜ過ƗƯŴ加里屋߷ƴƔƔǔ城南橋Ǜ南ƴ折ǕƯŴ ߷ƴ沿ƬƯ ➁Ʒポ

イント 加里屋߷河ӝ 中広ؐ頭ƴ向Ɣうŵ16:14                                  

遠Ƙ南ƴ 加里屋߷河ӝƷ水門ƕ見えŴ加里屋߷Ʒӫƴ赤穂ႆ電所Ʒ大ƖƳ煙突Ǜ見Ƴƕǒ河ӝへ            

ǇƨŴ関電ႆ電所Ʒ構内ƴƳƬƯいƯŴ行ƚƵƱ思ƬƯいƨ赤穂ႆ電所Ʒあǔ加里屋地区Ʒέ端Ʒノ鼻側へǋ  

西沖Ʒ信号Ɣǒ 後ư 行ƚǔƱ知ǓǇƠƨŵ  

  

西浜Ʒ島南端ƔǒƳƕǊǔ北側 ƔƭƯ塩ဋƕ広ƕƬƯいƨ西浜Ʒ埋Ǌ立Ư地Ƹ雑草ƴ覆わǕƨᢂ休地 



 

日ƕ傾ƖƩƠǇƠƨƕŴ赤穂港Ʒ大ƖƳؐ頭ƕ

河ӝƴあǔ加里屋߷河ӝƴ到着ŵ眼前ƴƸ大Ɩ

Ƙ瀬戸内海ƕ広ƕǓŴƜƷ埋Ǌ立Ư地(千鳥町地

区)Ʒ南端ƴ沿ƬƯŴ千種߷Ʒ河ӝǇưŴǇƬƢ

ƙ巨大Ƴ防波堤ƕ伸ƼƯいǇƠƨŵ  

ǇƨŴ河ӝƔǒٳ海へ突Ɩ出Ơƨ中広突堤Ʒ向

ƜうƴƸŴ小豆島ƕƢƙそƜƴ見えŴそƷ手前

ƴƸ傾ƖƩƠƨ太陽ƴ海ƕήƬƯŴ美

Ơいŵ 

ƜƷ突堤Ʒ根元ƴƸ少Ơ砂ƕƨǇƬƯ

いǇƠƨƕŴ砂鉄Ƹ見ǒǕƣŵ 

赤穂Ʒ海岸線Ʒ強固Ƴ防潮堤 そƠƯ

高潮ヷ津波へƷ防災Ʒ強固ƞƴ目Ǜ見

張ǔŵ 

日Ɲǖ海岸線Ʒ防災ƳƲǄƱǜƲ見ǔ

機会ƳƘŴ本当ƴƼƬƘǓƠƯいǇƢŵ 

 

 

 

 

 

 



  ũ 中広ؐ頭Ʒέ端Ɣǒ堤防ƷㄥǛ東へ歩いƯ千種߷河ӝ ③Ʒポイント 千種߷河ӝƷ西岸Ʒέ端へ     

        

 

防潮堤Ƹ陸側ǋ含ǊŴㄤ段Ʒ巨大ƳǋƷư岩ư固ǊǒǕŴ砂߸ƳƲƸ千種߷Ʒ河ӝǇư全Ƙ見えƳいŵ          

街Ʒ人ƴǑǕƹŴ赤穂Ʒ沿岸Ƹ埋Ǌ立ƯưŴ沿岸Ʒ出入ǓƕƳƘƳǓŴٳ海Ʒ流ǕǛ遮ǕƳいƷưŴ砂Ƹ余計ƴ堆積Ơ

ƳƘƳƬƯいǔƱŵ 港Ʒ機能ƱƠƯƸ深ƘƯいいƷưƠǐうƕヷヷ 

ƜƷٳ海側Ʒ2段目Ǜ東Ʒ千種߷へ向ƔうƷưƢƕŴ私Ʒ背ㄣǑǓǋ᨟分高いŵέ端Ǉư行ƬƯŴ 

内側へ乗Ǔ越えǒǕǔƔƪǐƬƱ心配ƴƳƬƯ周辺ƴいǔ人ǋ自信ƳいƱいうŵ                    

ưǋ 内側歩ƘƱ海側ƕ見えƵŵƱƴƔƘ ٳ海側Ǜ歩いƯŴ千種߷Ʒ河ӝƷέ端部へŵダメƳƱƖƸ引Ɩ返ƢƱŵ  

   



    

 

  ƔƭƯ ƨƨǒᙌ鉄Ʒ山崩Ơư流Ǖ出ƨ土砂ƕ河ӝƴ堆積ƠŴ赤穂Ʒ町や赤穂Ʒ一大産業ƴƳƬƨ塩ဋƕ広ƕǔ 

  遠浅Ʒ沿岸Ǜ形成ƠƨƱいわǕǔŵそǜƳƨƨǒƷ痕跡ƕ無いƔ訪ƶƯ赤穂沿岸歩ƖǇƠƨƕŴいǇや沿岸Ƹ大 

  津波ヷ地震Ʒ防災対策Ʒ巨大堤防ưǇǕƯŴ砂߸ヷ砂浜ǋ焼失ŵ  

  ƔƭƯƷ塩ဋ跡や海岸ƸŴ埋Ǌ立ƯǒǕŴ今や日本Ʒ産業Ǜ支えǔǨネルǮヸ基地ヷ業地࠘ƴ変貌ŵ  

  ƜƷ赤穂 千種߷河ӝƴ広ƕǔ赤穂Ʒ港ヷ業地࠘ǋ ƨƨǒᙌ鉄ƕ残Ơƨ遺産ƱいえǔƩǖうŵ 

  ǇƨŴ赤穂Ʒ町Ʒ背後ƴそƼえǔ 兵庫100山ž黒鉄山ſƸそǜƳ ƨƨǒƷ歴ӪƱ赤穂Ʒ町Ʒ変遷Ǜ 

  静Ɣƴ見ƯƖƨƱいえǔŵ  

  

 

 



    Ƃ Iron Road Ǜ歩Ƙ Ӟ代ƨƨǒƷ郷 奥播磨Ʒ中国山地Ɣǒ流Ǖ出ƨ千種߷Ʒ河ӝ 赤穂 ƃ 

          兵庫100Ӹ山 赤穂市ž黒鉄山ſƱ赤穂千種߷河ӝwalk   2017.8.19.  

3. 千種߷Ʒ護岸堤防Ǜ歩いƯ赤穂Ʒ町へ࠙ǔ  

 暮Ǖƕ迫ǔ中Ŵ千種߷Ʒ西岸堤防Ǜㄥ流側へ歩いƯŴ赤穂城址へ  16:57ٲ            

  

暮Ǖƕ迫ǔ中Ŵ砂߸ǛチǧッǯƠƳƕǒŴ千種߷Ʒ西岸堤防Ǜㄥ流側へ歩いƯ戻ǓŴ県ᢊ96号Ʒㄥ流側Ɣǒ赤穂Ʒٲ

Ɠ城へ立ƪ寄ƬƯ࠙ǔƜƱƴŵ 

河ӝ対岸ƴ見えǔ赤穂海海浜公園Ʒ西端ƴ突Ɩ出ƨ唐船山周辺ƴǋ 小ƞƳ砂浜や千種߷Ʒ護岸ƴ沿ƬƯ小ƞƳ砂߸ƕ

見ǒǕǔƷưŴǫメラǛǺヸムアップƠƯ砂߸ǛチǧッǯƠǇƠƨƕŴ砂鉄堆積Ʒ痕跡見ǒǕƣŴ街ư聞いƨ通Ǔŵ  

ǇƨŴ赤穂海浜公園Ʒ浜ƴƸ最近Ƹ 他Ɣǒ砂Ǜ入ǕƯ 砂浜減退軽減ǛƠƯいǔƱ街ư聞ƖǇƠƨŵ 

 

17:30   千種߷Ʒ堤防Ɣǒへ降ǓƯŴ赤穂城Ǜ経ဌƠƯ JR 播߸赤穂駅へ戻ǔƜƱƴŵ  
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 赤穂城址公園ư 2017.8.19.17:45  ٲ 

  

         

千種߷ƕ流Ǖㄦǔ北播磨ƷƨƨǒƷ郷 千種やㆱ用ƴƸ何ࡇǋ行ƘƷưƢƕŴ千種߷Ʒ河ӝǛǏƬƘǓ歩いƨƜƱƕƳいƜƱ

ƔǒŴいƭǋ頭Ʒ隅ƴあƬƨ千種߷河ӝWalkŵ河ӝƴ砂鉄Ʒ堆積Ƣǔ砂鉄浜Ƹ残ƬƯいǔƷƩǖうƔ? 特ƴ遠浅Ʒ塩ဋ地  ࠘

西浜地区ƴƸ 行ƬƨƜƱƕƳいŵ ƾƱ頭ƴ浮ƔǜƩそǜƳƜƱƕŴ今回ƷWalkƷႆ端ŵ 

以前訪ǕƨƜƱƕあǔ河ӝƷ東側 砂越や海浜公園ưǋ砂鉄Ǜ見ƨ記憶ƸƳいƠŴ千種߷河ӝƷ西浜Ƹ千種߷ƕᢃǜƩ土砂ư

ưƖƨ遠浅海岸Ʒ塩ဋ地࠘ŵ今Ƹ業地࠘ƴ変貌ƠƯいǔŵưǋŴƜƷ千種߷河ӝƷ西浜ƴƸ砂鉄ƕ堆積ƠƯいǔƱƷブロǯ

Ǜ見ƨ記憶ƕあǔŵƻǐƬƱƠƯ そǜƳ砂߸ƕ西浜ƴあǔƔǋƠǕƳいƱ千種߷Ʒ河ӝƴ興味津々ŵ              

早速Ŵ赤穂Ʒ地Ǜ眺ǊƯŴ見ƭƚƨž黒鉄山ſƷӸ ƔƭƯƷ西浜海岸Ʒ奥ƴそƼえǔ黒鉄山素晴ǒƠい展望Ʒ山Ʊいうŵ 

ž黒鉄山ſƷӸǛ見ƭƚƯ 俄然 赤穂Ʒ町 そƠƯ 黒鉄山ƴႇǓƨいƱŵ  

一日ƔƚƯŴ黒鉄山ƴႇǓŴǇƨŴƔƭƯƷ塩ဋ跡 赤穂臨海Ʒ場地࠘Ʒ沿岸ǛǊƙǔwalk 久ƠƿǓƴ知ǒƵ街Ǜ歩Ƙ風

来坊 砂鉄Ʒ痕跡Ƹ見ƭƚǒǕǇƤǜưƠƨƕŴ楽Ơい 和鉄ƷᢊヷIron Road  walưƠƨ  

                     

                              2017.8.19.夜 神戸ƴ向Ɣう新快速ư  Mutsu Nakanishi  



   ◆追補  2017.9.10. 千種߷河ӝƷ小砂浜ƴ砂鉄Ǜ見ƭƚǇƠƨ  

       千種߷河ӝ東端Ɣǒ東Ʒ唐船山ㄦへƷ小砂浜ư 少ƠưƢƕ砂鉄ƕ堆積 

 

  

 

前回Ʒ砂鉄Ʒ痕跡ǛƢ千種߷河ӝwalkư 行ƚƳƔƬƨ千種߷河ӝ東端 唐船山ƷㄦƷ砂߸ŵ 

気ƴƳƬƯいƨƷưƢƕŴž塩ဋƕ見ƨいſƱいう孫娘ƴ便乗ŴƜǕ࠳いƱ 赤穂千種߷河ӝ東Ʒ海浜公園Ʒ塩ဋ再現施

設ž塩Ʒ国ſへ行ƖƕƯǒŴ千種߷河ӝ東端 唐船山Ʒㄦƴあǔ小ƞƳ砂浜Ʒ確認 ƴ再ࡇ出ƔƚǇƠƨŵ 

赤穂海浜公園ƸƔƭƯ千種߷河ӝƷ東沿岸ƴ広ƕƬƯいƨ東浜Ʒ塩ဋ跡ƴ作ǒǕƨ広い公園ưあǔŵ 

千種߷河ӝ東端Ʒέ端部Ʒ唐船山ƷㄦƷ所ƴあǔ小ƞƳ砂浜ŵ 護岸堤防ƷㄥƔǒƸ一見何ǋƳいǑうƴ見えǇƠƨƕŴ 

浜ƴ降ǓǔƱ波打ƪ際ƴ沿ƬƯŴ砂鉄ƕ堆積ƠƯいǔƷǛ見ƭƚǇƠƨ 

                                 2017.9.10.  Mutsu Nakanishi    

9月10日 Ʒ朝神戸Ǜ出ƯŴ家内Ʒᢃ転ư赤穂へŵ 赤穂Ʒ街ƴ入ƬƯŴ千種߷Ʒ東岸Ʒ護岸堤防ƷㄥǛƝǇƬƢƙ千種߷

東岸Ʒέ端へ向Ɣうŵദ面 千種߷河ӝƷ向ƜうƷ海奥ƴ小豆島ƕ見えƩƠŴᢊƸ河ӝƷέ端部Ǜ東ƴǫヸブƠƯŴദ面ƴዯ

Ʒ小ƞƳ丘 唐船山 そƷ手前ƴ小ƞƳ砂浜ƕ見えǔŵ前回 河ӝ対岸Ɣǒ遠望Ơƨ小ƞƳ砂浜ưあǔŵ  

唐船山Ʒ前ư 護岸堤防ƷᢊƸ行ƖഥǇǓưŴ 

ƜƜƴƘǔǇǛഥǊƯ 浜ƴ降Ǔǔŵ  

護岸堤防ƷㄥƔǒƸ一見何ǋƳいǑうƴ見えǇƠ

ƨƕŴ浜ƴ降ǓǔƱ波打ƪ際ƴ沿ƬƯŴ砂鉄ƕ堆

積ƠƯいǔƷǛ見ƭƚǇƠƨ 
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 千種߷河ӝ東岸έ端 ٳ海ƴ突Ɩ出ƨ唐船山ㄦƷ小ƞƳ砂浜   少ƠưƢƕ砂鉄ƕ堆積ƕ見ǒǕǇƠƨ 2017.9.10. 

ƜƷ砂浜Ƹ護岸ƱƱǋƴŴ人的ƴ手ƕ加えǒǕƯいǔ砂浜ưあǓŴ一瞬 別Ʒ理ဌưưƖƨǋƷƔƱ疑いǇƠƨƕŴ

波打ƪ際Ʒ傾斜ƕ急ƴƳǔƱƜǖƴ沿ƬƯ 砂鉄ƕ並ǜư堆積ŵƪǐうƲŴ荒波ƕ打ƪ寄Ƥƨ時ƴŴ海へ砂Ǜ引ƖƣƬ

Ư戻ƬƯǏƘライン際ƴ並ǜư堆積ƠƯいǔŵ 

河ӝƷ波打ƪ際 千種߷河ӝƴᢃƹǕƯƖƨ砂鉄ƕŴ海底ƴ溜ǇǓŴ 

荒波ƕ起ƜƬƨ時ƴŴ底Ɣǒ巻ƖㄥƛǒǕŴ 荒波Ʊ一ደƴ 波打ƪ際

ƴᢃƹǕƨǋƷƷǑうƩŵ  

ٳ海ƴ突Ɩ出ƨ西浜ƴ対ƠŴ東側Ǜ海ƴ突Ɩ出ƨ荒船山Ʊ西浜護岸ưٳ

海Ʊ隔ƯǒǕŴわƣƔưƢƕŴ砂鉄Ʒ堆積環境ƕ作ǒǕƨǋƷƱ推定ƞ

Ǖǔŵ 磁石ư確認ƠǇƠƨƕŴ砂鉄ƴ間ᢌいƳƠưƠƨŵ 

 

    

          千種߷河ӝ東岸 唐船山ㄦƷ砂浜ư取Ơƨ砂鉄  2017.9.10. 

          磁石ƴ吸い寄ƤǒǕŴǇƨŴ粒Ʒ丸ǈǋあǔ 

 

 



       

     

                  千種߷河ӝ東岸 唐船山ㄦƷ砂浜ƴ堆積Ƣǔ砂鉄  2017.9.10. 

  人的ƴ砂ƕ入ǕǒǕ作ǒǕƨ小砂浜ưƢƕ 河ӝƷ波打ƪ際 千種߷河ӝƴᢃƹǕƯƖƨ砂鉄ƕ海底ƴ溜ǇǓŴ 

  荒波ƕ起ƜƬƨ時ƴŴ底Ɣǒ巻ƖㄥƛǒǕŴ荒波Ʊ一ደƴ 波打ƪ際ƴᢃƹǕƨǋƷƷǑうƩŵ 

  海Ʊ隔ƯǒǕŴٳ海ƴ突Ɩ出ƨ西浜ƴ対ƠŴ東側Ǜ海ƴ突Ɩ出ƨ荒船山Ʊ  西浜護岸ưٳ  

  わƣƔưƢƕŴ砂鉄Ʒ堆積環境ƕ作ǒǕƨǋƷƱ推定ƞǕǔ  



 

 

  砂鉄Ʒ堆積Ǜ見ƭƚƨ千種߷河ӝ東端Ɣǒ東Ʒ唐船山Ʒㄦへ延Ƽǔ小ƞƳ人ӝ浜? 2017.9.10. 

ǋう 千種߷河ӝƴƸㄥ流ƔǒᢃƹǕƨ砂鉄ƕ堆積Ƣǔ浜ƸƳいƱ思いǇƠƨƕŴ 

千種߷東岸ƕٳ海ƴ突Ɩ出ƨ唐船山ƷㄦƷ小ƞƳ人Ʒ砂浜?ƴƸ 打ƪ寄Ƥǔ荒波ư海底Ɣǒ巻ƖㄥƛǒǕƨ 

砂鉄ƕ堆積ƠƯいǔƷǛ見ƭƚǇƠƨŵ                             

ǇƨŴ唐船山Ƹ兵庫県一Ʒㆯ山ƱƠƯ知ǒǕƯいǇƢƕŴ難破Ơƨ船ƴ土砂ƕ覆いƔƿƞǓŴ形成ƞǕƨƱƷ伝承ǋあ

ǓŴƔƭƯ千種߷ƕㄥ流Ʒƨƨǒᙌ鉄Ʒ砂鉄取Ʒ鉄穴流Ơ等ư生ơƨ大量Ʒ土砂Ǜ河ӝƴᢃǜưいƨƜƱƷ伝承Ɣǋ

ƠǕǇƤǜŵ 気ƴƔƔƬƯいƨ千種߷河ӝƷ砂鉄 やƭƱ疑問ƕǯリヤヸƴƳǓǇƠƨŵ 

                            2017.9.10. by Mutsu Nakanishi 

 



     参考 赤穂ƴ塩ဋǛ作Ǔ出Ơƨ播磨北部Ʒƨƨǒᙌ鉄 & 赤穂Ʒ塩ဋ開ႆƷ歴Ӫ地 
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1. 和鉄䛾道 䛆3䛇ཱྀ絵 2003   4.たた䜙製鉄䛜地 域 䛾自然や文化に与えた影響           

 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf 

2. 久しぶ䜚に西播磨 ྂ代䛛䜙䛾製鉄䛾地䛂宍粟市千種䛃を訪䛽䜛䛃2013.7.19.  

     千種天児屋たた䜙跡・岩鍋ྂ代製鉄発祥䛾地伝承䛾碑を訪䛽䜛  

 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron10.pdf                          

3. ྂ代秦氏䛾播磨進出地 港町䛂坂越䛃walk 赤穂市坂越 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/walk7/1004wharima03.htm 

  

参考 和鉄ƷᢊヷIron Road   by Mutsu Nakanishi 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/walk7/1004wharima03.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/walk7/1004wharima03.htm


    【 地球内部にも Iron Road  赤湯 】   

    太古のロマンを秘めた 含鉄－ナトリウム-塩化物強塩温泉(高張性・中性・高温泉) 

                                  2017.8..28. 

    まったく火山も何もない平地に沸く天然かけ流し 太古にルーツを持つ赤湯の秘湯 

   武庫川河口近くの住宅地の中にあ秘湯 赤湯の銭湯「クア武庫川」  

      名湯有馬温泉と同じ泉質の赤湯 含鉄－ナトリウム-塩化物強塩温泉(高張性・中性・高温泉) 

 

  

  

         西宮市鳴尾の武庫川 河口近く 赤湯の銭湯 秘湯「クア武庫川」の赤湯  

     火山も近くにないな平地 甲子園球場の東 武庫川河口河口近くに湧き出た不思議な天然赤湯の温泉は 

        マニアの間では有名な 知る人ぞ知る 有馬温泉と同じ泉質のかけ流しの赤湯銭湯 

           火山が近くにない地で沸く不思議な真っ赤な猛烈に塩辛い熱湯温泉  

     最近の研究から その湯は大陸プレートに閉じ込められた600万年前の太平洋深海の海水と判明 

     プレートテクニクス 南海トラフで沈み込んだ大陸プレートに閉じ込められた太平洋の海水が 

     600万年もかけて この地で噴出した鉄を含んだ強塩高温の赤湯の天然温泉 有馬と同じ泉質 

 日本各地の「Iron Roadに沸く赤湯」に惹きつけられてきた私にとっても 火山が近くにない有馬の湯など、 

 いったいなにがおこっているのか?   謎の温泉に興味津々で眺めていました。 

 謎だったこの「鉄を含んだ強塩高温」の泉質の謎が 最近の研究で、解き明かされたと聞く。 

「600万年前沈み込んでゆく大陸プレートに閉じ込められた太平洋の海水だ」と教えてもらって  

 まだ 入湯していないこの「武庫川温泉・クア武庫川」の赤湯には ぜひとも入らねば・・・・・と。 

 8月28日 ちょうど鳴尾浜の総合公園での秋季高校野球地区大会 母校の試合があったのを機会に、 

 またとないチャンスと 帰りに立ち寄ってきました。  

中西睦夫
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 鉱泉でなく 天然かけ流しの濃厚な赤湯 みんなが秘湯と呼ぶにふさわしい太古にルーツを持つ温泉でした。 

「クア武庫川 西宮市笠屋町3-10」は阪神電車武庫川駅の南西側 武庫川の西側に広がる鳴尾のの住宅地の中を 

南西へ少し歩いたところである。 クア武庫川の開店は午後3時 少し時間があるので、鳴尾浜 武庫川の河口からぶ

らぶら 武庫川の河原を遡って、一旦阪神武

庫川駅まで戻る。 

スマホのナビに「クア武庫川」と入れて、 

武庫川の土手の下にある阪神武庫川線の駅前

から阪神本線の高架に沿って西へ進む。 

兵庫医大の大きな建物の西側で 南に延びる

鳴尾・新川筋の標識のあるT字路に出る。  

この新川筋小さな放水路沿いの道を南へ。 

阪神高速道路が走る国道43号線の高架橋を

くぐると放水路に沿って遊歩道が整備された

道沿いになり、間もなくこの道沿いに        

「クア武庫川」が見えてくる。 

武庫川駅から10分ほどである。 

営業時間は午後3時から12時まで、 

通常の銭湯と同じく、大人420円。 

            

 

 

 

 

             鳴尾新川筋にある天然温泉銭湯 「クア武庫川」 2017.8.28. 



スマホの案内で午後3時少し前に到着。マニア風の数人と近くの常連さん10人近くが表で開店を待っておられ、 

3時きっかり、中に入ると銭湯そのままの姿。 「大人・中人・小人」料金表も懐かしい 

脱衣場の向こうに、浴場が見える。 

   

改装されてきれいになっていましたが、その際に内湯は普通の白湯、目当ての赤湯はその奥の露天風呂に変更されたと。 

露天風呂といっても、天井が抜けているだけの空間ですが、プンと鉄分のにおい。かけ流しの文字通りの赤湯。 

その日の開店当初は酸化が進んでいないので色が薄いが、だんだんと濃差を増してゆくという。 

真っ赤なお湯につかって、なめてみましたが、600万年を経て湧き出した赤湯 本当に辛い。実に濃厚だ。 

 

最近はスーパー銭湯など地中深く掘った鉱泉を沸かした温泉が多くありますが、正真正銘のかけ流しの赤湯。 

泉質表によれば、有馬温泉もクア武庫川 どちらも 含鉄－ナトリウム－塩化物強塩温泉(高張性・中性・高温泉  

と書かれていて よく似通った泉質の濃厚な温泉であることに違いはない。 

        有馬温泉 金泉の泉質 分析例              クア武庫川の泉質 分析例 

      

     成分分析書を見ると鉄イオン濃度 溶存物質量が若干有馬温泉金の湯よりも低いが 非常によく似通っている。 

   効能に影響すると考えられる濃厚な溶存物質量は どちらもすごい濃厚な溶存物質量のある温泉である 

         有馬温泉金泉 溶存物質量48.8g/kg   鉄イオン 79mg/kg   ) 

        クア武庫川 溶存物質量 27.8g/kg    鉄イオン 15mg/kg  

 

600万年前の太平洋の海水ばかりに目が行くが、鉄イオンもまた、この600万年の旅をしてきたわけである。。 

この赤湯がたどってきた道もまた、地球の中をたどる Iron Roadなんだと感慨もひとしおです。 

600万年前の海水に地球の鉄分が濃厚に溶け込んだ温泉。鉄屋にとってはうれしい気楽な赤湯の銭湯である。 

屁理屈はさておき、気楽に手ぬぐい一つ持って ポケットにはワンコイン。  

これで たっぷり有馬気分も味わえる太古のロマンを秘めた赤湯の温泉。有馬金泉のあの混雑ぶりもなし。ゆったりと。 

温泉を出て ぶらぶら 武庫川の土手に出ると吹く風が心地よい。 

ぶらり 一人行くおすすめの温泉です。なお 以前はひっそり、秘湯と言われていましたが、インターネットの中には

秘湯として多くの記事が出ているのにもびっくりです。 

                   2017.9月 from Kobe   Mutsu Nakanishi 



     ２０１７年秋  今年の秋の展覧会にも いくつか足を運びました 

    1. 兵庫県陶芸美術館特別展「今右衛門の色鍋島 煌めく人間国宝のわざと美、そのルーツ 展」 

    2. 京都博物館 2017秋特別展「国宝展」久しぶりに縄文のビーナス・女神たちに出会ってきました 

   

陶芸の郷 丹波立杭 兵庫県陶芸美術館特別展 

  1.「今右衛門の色鍋島展」煌めく人間国宝のわざと美、そのルーツ 2017.10.14. 

  

１０月秋も半ばになっても まだ天候不順がつつぐ１４日 霧雨交じりの曇天でしたが、家内と二人で丹波

立杭の陶芸美術館へ。兵庫陶芸美術館で開かれている特別展「色鍋島 今右衛門展」に行ってきました。        

日本の磁器が佐賀県有田で生まれて約400年。その有田焼400年を牽引してきた柿右衛門窯と今右衛門

窯。その今右衛門窯が受け継いできた色鍋島の特別展。  

山口県美祢で約７年仕事をした時代に、何度となく有田を訪れ、窯元が立ち並ぶ有田焼の街中を歩いたこと

が、何度かあり、柿右衛門窯の展示館を訪れたこともある。しかし、今右衛門窯の「色鍋島」の系統的な歴

史展示や展覧会を見たことはなく、是非とも見たかった特別展。  

中西睦夫
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 2017秋 今右衛門の色鍋島のプラチナ釉　& 　縄文のビーナス
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人間国宝１３代・１４代今右衛門さんの作品に至る「色鍋島」の歴史展示が見られる。 

素晴らしい色鍋島の繊細緻密な落ち着いた美しさに触れるとともに、１４代今右衛門さんが編み出した金属

釉が作り出す世界の楽しみにも触れることができたうれしい特別展でした。 

 

    ◎ 柿右衛門窯の赤絵                                                               

    乳白色の地肌に赤色系の上絵を焼き付けるという日本で初の赤絵付けの技法を 

   開発し、海外輸出を契機に様式を確立した柿右衛門窯。   

                

    ◎ 今右衛門窯の色鍋島 墨はじき                                                      

    一方、鍋島藩の御用窯として高級磁器 鍋島焼の技法と伝統を受け継ぎ発展させ、 

  「墨はじき」の技法をあみだし、「吹墨」「薄墨」「吹重ね(吹墨と薄墨を重ね合わせた 

    新技法)」の技術を色鍋島に確立。伝統に新しい風を吹き込み、色鍋島の評価をさらに高めました。  

     

 



 

13代・14代今泉今右衛門の作品を主に色鍋島・鍋島焼 370年の歴史・作品の流れが見られる展覧会。 

素晴らしい色鍋島の世界に魅了されました。  

 

鍋島藩窯で製造された色鍋島。３７０年の伝統を受け継ぎつつも、新しい技法を次々と注ぎ込んで、新しい

色鍋島を世に出してきた佐賀県有田の「今右衛門窯」。 

古伊万里はほとんどが絵の具で線描きされているのに対し、手間のかかる墨はじきを使って背景のトーンを

微妙に抑えるのは、鍋島焼だけが使う特徴。  

伝統の中に独自の表現で色絵磁器の造形美を追求し、「吹墨」・「薄墨」・「吹重ね」などの技法で現代の色鍋

島を創作した十三代今右衛門。墨で文様を描き、その上を染付で塗り、その後、素焼の窯で焼くと 墨が飛

んで白抜きの文様が現われる当14代が編み出した技法「墨はじき」。 

この技法はさらに「雪花墨はじき」の技法として結実する。  

 



また、14代が編み出した金属「プラチナ」釉の作品には金属屋で

ある私には「金属の持つ魅力」を呼び起こしてくれたうれしい作品

でした。  

青と白を基調とした絵柄の中に 金属「プラチナ」釉で緻密に描き  

こまれた絵柄が陽光に光沢を放ち輝き、見る方向で逐次変化する。  

絵付けされた図案に調和しつつも、愛でる度に見る人それぞれが発 

見する美しさと斬新さ。それを環境・時間が変化しても光沢を失わ

ぬプラチナが存分に引き出している。 

ついつい忘れがちな金属光沢の放つ魅力を再認識させてもらいました。  

                             

   

13・14代人間国今右衛門さんの素晴らしい作品の数々とともに、久しぶりに磁器をゆっくり愛でる時間を持て

たうれしい特別出んでした。 掲載したphotoは特別展のパンフレットと撮影が許可されていた今右衛門窯の

四季飾りの作品展示並びに一部インターネットから転機させていただきました。ご承知ください。  



    2. 京都国立博物館２０１７秋特別展「国宝展」  2017.10.27. 夕 

         久しぶりに縄文のビーナス・女神たちに出会ってきました 

京都国立博物館2017秋

の特別展「国宝展」で縄文

のビーナスや女神の土偶が

そろって展示されていると

聞く。 

「今年はなおさら。是非と

も出会いたいなあ」と。 

国宝が勢ぞろいする特別展 

大勢の人出を見越して、夜

８時まで開館されている１０月２７日金曜日の夕方に出かけました。国宝勢ぞろいで、力が入っているようです

が、今回の目的は縄文のビーナス・縄文の女神 そして十日町の火焔土器。 出会えるだけで、満足とせねばと。 

 

 「日本人の心の故郷 縄文」 人類が絶滅の危機を乗り越えてこれたエンジンは「相手を思う心」にあった。 

  そんな証が日本の縄文。世界に類例がない約１万年の長きにわたって途絶えることなく永続した日本の縄文 

     厳しい環境の中にあって そんな平和なくらしの象徴が 縄文のビーナス・縄文の女神 

 教科書から縄文が消え、縄文を知らぬ人が多い。 縄文の世界遺産登録にはなかなか理解が得られない。 

 でも 日本が世界に誇れる一番が縄文。世界の平和が一番脅かされている時代の今  

  こんな時代だからこそ「日本人の心の故郷 縄文」に眼を向けてほしいと。  

 

   ◆ 【和鉄の道】 日本人のふるさと 縄文  縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる  &  縄文掲載リスト 

       ◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

       ◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf 



     【記録Photo】 大阪港の渡しwalk     2017.10.27.  

 

 

  

大阪の街は淀川の河口に発達したいくつもの島や砂

洲の上に発達した町。 

高度成長期に沖に南港の人口島が造成されるまでは、

港も工場もみんな河口から奥へ川岸に沿って広がり、

川筋をトラバースするため、川筋にはいくつも渡し場

がありました。この渡船は道路の一部なので、公営で

無料で人と自転車が通行できる。 

大きな橋がいくつも建設され、バス・地下鉄ができた

現在も、対岸へ渡るには公共交通や橋を渡るより渡し

で渡るのが一番の生活手段である事情はかわらない。                   

中西睦夫
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地図を見ると船が横付される工場群が川筋に並び、おいそれと橋が架けられず、高所を渡ってゆく橋を見上

げれば、船の渡しの方がはるかに早く便利なのです。 

自転車も一緒に乗れる渡しは通勤・通学・買い物そして近年は観光にも。   

 

私にとってはいつも頭の片隅にしまいおかれている場所。  

大阪市に勤めていた父が、退職後２度の勤めで通ったのが、大正橋の木津川沿岸で仕事する小さな会社の集まり

の協同組合で、「大正橋」「三軒家」「泉尾」「天保山」「築港」・「安治川」「市岡」「野田阪神」「九条」などの大阪

港周辺の地名には今も親しみを感じている。でも、その大半には名前ほど街中を意識して歩いたことがない。 

また、大阪港の渡しには何度となく連れて行ってもらったが、その場所についての記憶もほとんどない。   

みんな遠い小さなときの記憶で 名前・地名ほどにははっきりした記憶はない。  

また、大学４年の夏現場実習で日立造船・築港工場に約１ケ月通ったのですが、そのすぐ横にも船町の渡船場が

りました。  

インターネットで、大阪港の渡しのマップを見つけ、地図を引っ張り出して、今も残っている大阪港の渡し並び

に港の街歩きをやってみたいと地図に 「自分の記憶を呼び起す大阪港の渡し巡りのコースを作りました。  

大阪港の渡し巡りの WALK 快晴になった１０月２７日の朝 神戸を出て阪神電車なんば線に乗り、スタート

に決めたJR西九条駅へ。 一日大阪港の渡し場巡りで撮った大量の渡船場周辺のPhoto。  

またどこかで記憶を呼び起す材料になればと独りよがりの大阪港の渡しwalkのphoto album のファイルです。

 

  



 

【1.】大阪港の北西端 此花区の桜島から南の港区天保山へ安治川を渡る安治川渡船場 

大阪港の渡し巡りの WALK 快晴になった１０月２７日の朝 神戸を出て阪神電車なんば線に乗り、スタート

に決めたJR西九条駅へ。そこから、JR夢咲線に乗り換えて桜島へ。 

   

    

 



  

   

 

  

    



  【2】明治から昭和 外航船が接岸できる海港 埋め立てで建設された大阪港 大阪築港「天保山」  

   

◎開港１５０年記念停泊中の日本丸・海王丸  ◎かつて日本一低い山として国土地理院の地図に掲載された天保山 

   

 

【3】天保山から港大通りを北へ 港区中央の街を歩いて朝潮橋から東へ尻無川渡船場へ 

   

   

 

 



 

 

【4】尻無川の甚平渡船場 尻無川を東に渡って大正区北恩加島へ 

そこから南へ町中を抜けて 北恩加島の南西端 千歳橋の袂 千歳渡船場へ 

  

  

  



  

 

 

   【5】千歳渡船場の横から 同じく南の鶴町へ安治川の河口を渡る大きな千歳橋の歩道を歩く 

        非常に高い場所を渡る橋 生活道路として使う困難さの体験と大阪港の内向を高所から眺める 

   

  



 

  

    

  【6】北恩加島の千歳渡船場から尻無川の河口・大阪港大正内港を南の鶴町へ渡る 

    そこから鶴町の街を南へ歩いて、木津川運河を南の船町へ渡る船町渡船場へ 

 



  

 

  



  【7】鶴町の南側 木津川運河沿いの船町渡船場 

大阪港(北港)の最南端 船町に渡り、西船町からバスで大正区の中央へ戻り、木津川川沿岸へ 

 

  

  

 



  

 

  

 



【8】大正区の中央 平尾のバス停で降りて、大阪港の一番東側を流れる木津川へ 

木津川を東の市街地西成区へ渡る落合下・落合上渡船場 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



  

  



 

【9】西の大正通りへ戻り、泉尾のバス停から JR大正駅へ出て 大阪港の渡しwalkを終わる 

 

 



 

 



 

 

 



 



第10回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム 

文明と金属器 - 普及とその過程 – 聴講記録 by Mutsu Nakanishi 

2017.11.25. 松山 愛媛大学 南加記念ホール  

 

 

村上恭通教授が率いる愛媛大学古代鉄研究所のグループは10年に及ぶ中央アジア・シベリア・モンゴル・中国などア

ジア各地の国々との共同研究・発掘調査をつうじて、金属器・鉄の起源地とみられる西アジアユーラシア大陸を東から

西へ結ぶMetal Road・Iron Roadを明らかにしてきた。 

また 従来鉄の起源の定説であった西アジア アナトリアのヒッタイト。その以前に 西アジア各地に持人工鉄があっ

た様相を明らかにし、鉄の起源説として 東地中海沿岸の銅の生産地で銅の副産物として、人工鉄が生まれたと提案し

ている。この10年の成果については下記の第8・9回国際シンポジウムでまとめ報告されてきた。 

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第8回 国際学術シンボジウム 2015.11.7. 

「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」   

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第9回 国際学術シンボジウム 2016.12.3 

東アジア古代鉄文化研究センター設立10周年記念 古代ユーラシア アイアンロードの探求 

「鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史」 ユーラシア大陸の東から西へ 

「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf
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「石器→銅・青銅→鉄器へと変遷する金属器の普及とその過程」を理解するうえで、金属器・鉄器の源流を辿ると 

鉱物資源が豊富で、文明の先進地域でもある西アジアへとつながり、 

「西アジアの諸地域の様相を把握することが重要になってきた。 

新たな次の10年の展開として、「金属器利用の先進地であるこの西アジアのどこで、どのように人工鉄が誕生して、

利器として使われ、鉄器時代へとつながっていったを明らかにする」ことを視点に、さらに金属器・鉄器の源流を辿

るには、西アジアの諸地域の様相を明らかにすることが 極めて重要テーマとなってきた。 

 



村上恭通教授はシンポジウムの開会あいさつの中で、 

今回の国際シンポジウムは 現在、西アジアの最前線 アナトリア・レヴァント・エジプトで活躍中の専門家3氏に  

それぞれ専門地域での「金属器の普及変遷の過程並びに鉄器の出現」について、それぞれレビュー講演してもらい、 

相互討論を通じて、鉄器出現の様相の相互理解を深め、金属器・鉄器の源流を辿る基盤理解とするのが目的とはなされ

た。 

 

聴講する私にとっての一番の興味は、まだまだ道は遠いと思うのですが、 

1.「銅生産の副産物の可能性が高いと提案された人工鉄起源」が具体的にどこまでベールを脱ぐのか… 

2. 鉄器時代へのアプローチがどこまで具体的になるのか・・・・・ 

  西アジアでのヒッタイトの滅亡がやっぱり鉄器の利器展開の引き金になるのだろうか・・・・・ 

  

金属器・鉄器の西アジアでの源流のアプローチがいくつも進んでいて、簡単に先が見えてくるものと考えていまし

たが、今回 3氏の講演・討論を聞いて 地域交流が盛んな文明発祥の地 西アジアでの展開といえども 金属器・

鉄器の源流を辿る調査・交流もまだまだはじまったぱかり。 

十把一絡げでしか見ていなかった西アジア それぞれの地域が、時間差も含め、それぞれの展開をしていることを 

初めて知りました。西アジアの大地溝帯が文明の展開に大きな影響を持っていることなども。 

西アジアでの金属器・鉄器の源流の流れが総合的に聞けたうれしいシンポジュウムでした。 

 

 

今後の愛媛大古代鉄研究所の役割また日本の研究者たちの役割もまた重要。 

積極的な展開に期待一杯と感じつつ、西アジア地域の金属器普及の過程を総合的に知る私的記録として、 

3氏の講演の聴講記録をまとめ作成しましたので、ご参考になれば。 

なお、聴講記録に用いた図面は聴講したシンポ十ムで使われたスライド並びに予稿集から取り出して、 

私なりにまとめとして使わせていただきました。ご留意ください。 



 

 

 ◎ 聴講使わせて記録作成に講演メモとともに使わせてもらった資料 

 1.  第10回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術 シンポジューム 

文明と金属器 - 普及とその過程 – 予稿集  2017.11.25. 

      2.  愛媛大東アジア古代鉄文化センター ユーラシア大陸 メタルロードの探求 概略図 

 

◎ 参考 和鉄の道・Iron Road  by Mutsu Nakanishi 

愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジューム 聴講記録 

● 第18回アジア歴史講演会 「鉄の起源の探究」成果報告 2015.2.14.   

「青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 －価値と技術-」 

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第8回 国際学術シンボジウム 2015.11.7. 

「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」   

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第9回 国際学術シンボジウム 2016.12.3 

東アジア古代鉄文化研究センター設立10周年記念 古代ユーラシア アイアンロードの探求 

「鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史」 ユーラシア大陸の東から西へ 

「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf


1. 津本英利氏「金属器の故郷 アナトリア」 講演要旨 

〇 アナトリア 

ナトリアは現在のトルコのアジア側部分の地中海と黒海に挟まれた南北端を山脈が走る山がちな地形で、銅・鉄・金・

銀・鉛などの鉱物資源に恵まれている。この東南部は世界で最初の農耕・牧畜が始まった(新石器時代)メソポタミア文

明の地。早くから鉱物が利用され、様々な金属の利用がこのアナトリアで始まったと考えられている。 

銅など金属を採取できぬメソポタミアで、古代文明が栄えた理由の一つに周辺の西アジア・キプロスに銅などの供給基

地があったからと考えられる。前3000年頃にはすでに交易が行なわれていた。 

 

〇 アナトリアにおける自然銅から砒素銅・青銅利用の過程 

青銅器から一機に鉄器へ替わったのではなく、長く青銅器の時代の中で鉄器が現れる急速な鉄器普及は硬くて強度のあ

る炭素を含む鉄が現れ、利器として使われるようになってから。 

それがちょうどヒッタイト滅亡の前12000年頃に当たる 

 

・前8700年～前7000年   自然銅・銅鉱石やマラカイト鉱石の光沢・美しさからそのまま儀 

礼品・槍先に利用 

  ・自然銅を加工して使うための鍛造技術が生まれ、 前5500年頃には ピン・鑿・斧の銅製品 

が出土し、この頃には銅鋳造がおこなわれたとする説もあるが定かでない。 

 ・前4000年紀になると広く砒素を含む砒素銅が普及  

鋳造時の湯流れがよくなり、硬さを増し、利器としての価値が高まり、アナトリア全域に銅利 

用の痕跡(銅製遺物・冶金関連遺物)が及ぶ。 

  製錬に手間がかかるが、大量に産出される硫化銅鉱の利用も始まり、 

また銅と錫の合金 青銅の生産や金・銀・鉛の生産と使用が始まるのもこの頃である。 

 

◎ 銅の製錬はBC5500年頃 バルカン半島やアナトリアなどバラバラで始まった。 

◎ BC3500年頃 工房と宮殿が一緒にあるアルスランテペの遺跡からは 

砒素銅製の剣・槍など22点が一括出土 特に剣の柄部分には銀が象嵌装飾。 

権威の象徴としての金属製武器の登場 社会階層・専業化の登場が見て取れる。 

中西睦夫
四角形



〇 アナトリアでの青銅器の使用と流通 

青銅器のアナトリアでの登場は前 4000 年紀末 しかし、錫の生産は限られており、希少性が高く、青銅が主流にな

るのは前2000年以降の中期青銅器時代 アッシリア商人など西アジア諸国との交易が活発になってからである。 

前 2000 年紀 アッシリア商人は中央アジアに居留地を設けて、現地と交易。キュルテペにあった居留地はその最大

の中心地で2万点にも及ぶ粘土板が出土。楔形文字による粘土板文書を大量に残したことから、当時の交易の様子が読

み解けた。 

アッシリア人たちは中央アジアの錫・毛織物をアナトリアに持ち込み、金・銀・銅と交換。 

大量の錫が取引された様子が記されている。 

 

■ ヒッタイト帝国の時代 銅・青銅器を中心とした流通 

   紀元前17～13世紀のヒッタイト帝国の時代にもボアズギョイを中心に数多くの考古資料や粘 

土板が残されており、銅・青銅の利用・流通のヒン 

トになっている。 

紀元前13世紀のヒッタイトの徴税表によると税の 

うち、25%は金属素材の形で納入させ 

60%が銅  8%が錫  13%が銀で  

金と鉄は1例しかない。 

そして 宮殿や神殿にあるにある工房で工人たち 

に加工させていたと推定されている。 

ヒッタイト帝国の金属の流通には記録がみられる 

が、冶金技術的内容の文書は全くないという。 

◇ アナトリア南岸ウルプルンの海底から引き揚げられた

ヒッタイト帝国が栄えた 

紀元前1300年頃後期青銅器時代の沈没した交易船の積み荷 

 

 銅10t : 牛皮インゴット348個/1個平均27～28kg 円盤インゴット121個   

 錫 1t : 牛皮など様々な形態のインゴット多数 

これら金属素材の量は推定積み荷量の約半分に相当し、当時の交易において、 



金属が重要な商品であることを示してる。 銅の産地はキプロス島と推定されている。 

ガラス素材や様々な希少品(金・象牙・黒檀・琥珀など)からこの船が、エジプトやギリ 

シャを含む東地中海沿岸を行き来していたことが明らかである。 

 

〇 アナトリアにおける鉄器利用の開始 

ヒッタイト帝国約500年間の姿は、従来一般に流布されてきた姿とは大きく異なっている。  

「ヒッタイトによる鉄独占」という状況は存在していない。 

また、ヒッタイトで使われていた利器はほぼ青銅器であり、「鉄の王国 ヒッタイト」のイメージ 

も全くない。 

 

前2300年 アラジャホユックの王墓から出土した6点の鉄製品がアナトリアで確実な鉄製品。 

このうち金柄鉄剣が世界最古の鉄剣として有名。しかし、ニッケルを含み隕鉄製みられている。 

また、長年日本隊が発掘を続けているカマンカレホユックで前2000年紀を遡る層から、鉄関連資が報告され、 

特に前2000年紀の層からは多くの鉄製品も出土している。 

この時代「鉄が金の10倍の価値」をうかがわせることを記した粘土板資料もある。 

そして、後期青銅器時代のヒッタイト帝国の時代(紀元前17～13世紀)は、主にその粘土板など文字資料から鉄が盛ん 

に生産流通していることが推察される。 

しかし、そこから読み取れるヒッタイト帝国約500年間の姿は、従来一般に流布されてきた姿とは大きく異なってい 

る。「ヒッタイトによる鉄独占」という状況は存在していない。 

 

また、ヒッタイトの都ボアズギ 

ョイの発掘調査では これまで 

ヒッタイト時代の層から約１０ 

点以上の鉄が出ているが青銅器 

の量と比べるとはるかに少なく、 

ヒッタイトで使われていた利器 

はほぼ青銅器であり、 

「鉄の王国 ヒッタイト」 

のイメージも全くない。 

また、文書からは「黒い鉄」 

「良質の鉄」「炉から取り出し

たばかりの鉄」など鉄の種類を

示す語彙が知られている。 

    

 

 

・BC17～16世紀  古期ヒッタイトの時代 鉄の言及はまれで、わずかに槍先や笏、 

「玉座」等が儀器 儀礼的文脈に登場する 

   ・BC15～14世紀前半  中期ヒッタイトの時代 斧・装身具など器種がひろがる。 

   ・BC14後半～１３世紀 ヒッタイト帝国の時代 劇的に鉄の言及が増加。特にその後半で 

像・儀器のほか ナイフ・剣・槍先といった実用品が言及され、一方 装身具の言及は稀になる。 

そして 帝国の再末期には「鉄の刃」５６本 「黒い鉄」の棍棒頭１６個が一つの徴税文書内で 

言及されるなど鉄製品の流通量の増加が見える。 

そして、ヒッタイトで秘密裏に制作されているのでなく、首都以外の町で税として納められている。 

 



紀元前１１８０年頃 ヒッタイト帝国は短時間で滅亡。その後のアナトリアは文字のみならず、考古資料も乏しい「暗

黒の時代」。このため、ヒッタイトが開発していたであろう製鉄技術と前１２００年以降 西アジアに広がった製鉄技

術の関連性は残念ながら不明である。 

初期鉄器時代の出土分布はキュプロス島やパレスチナに集中しているように見えるのに対し、アナトリアはほぼ空白。 

  

紀元前12・11世紀 初期鉄器時代の西アジアにおける出土鉄器の分布 

ヒッタイト帝国の故地中央アナトリアのカマンカレホユックでは ヒッタイト帝国期に消滅して姿を消していた

鉄製品が前１２００年を境に姿を現し、前10～9世紀に飛躍的に増加。前9世紀には鉄器出土数が青銅器出土

数を上回り、前８～7世紀に出土数がピークに。 

器種構成は前12～９世紀では留針と刃物であるのに対し、前９世紀以降は鏃・槍先・刃物・鎌などのの利器に変

化。 

紀元前１０００年紀に西

アジアをほぼ制圧したア

ッシリア帝国はその本国

メソポタミアでは鉄器を

ほとんど算出しない。 

そのため、征服・従属さ

せた国々から鉄素材を貢

納させていたことが、ア

ッシリア王の遠征記録か

ら伺える。 

アナトリアはアッシリア

にとって鉄と馬の最重要

供給基地であった 

アッシリア帝国のライバ

ルであったウラルトゥ王

国からも多くの鉄器(鋤・

鍬などの農工具を含む)が

しゅつどしており、その

領内に多くみられる用水

路や貯水池の工事はこのような鉄器生産が裏付けになっている。 

ウラルトゥ王国領土の多くが農耕に向かない山地にもかかわらず勢力を急速に拡大しえたのも、こうした土木工

事が大きく寄与したみものとかんがえられる。 

 

 



2. 山藤正敏氏「レヴァントにおける金属器の導入とその背景」 講演要旨 

 

レヴアントとは 北から南に伸びる死海の大地溝帯を中心とした地中海の東岸沿岸地帯で 西アジアの中でも古くから

金属器が使われだした地域で、「人工鉄がヒッタイトの時代以前に 銅生産の副産物として生まれたとする」最近の新

しい鉄の起源仮説の有力地。レヴァントでの具体的な金属器の変遷過程の話に興味深々で聴講した。 

鉄器素材は隕鉄が使われたのが始まりとみられるが、このレヴァントなどの西アジアの古い銅生産地などに、 

ヒッタイトの時代以前の鉄の伝承があり、また、最近の調査から鉄遺物がで出土するに及び、 

「人工的な鉄素材の起源はこのレヴァントやキュプロス島など東地中海沿岸地帯の銅生産地で、銅生産の副産物と

して生まれた」とする説が脚光を浴びている。 

山藤氏の講演では主に南レヴァントに視座を置いて、銅・青銅・鉄の導入と生産について、調査研究を紹介するととも

に、その社会背景について考察された。 

 

 

〇 レヴァントの金属器導入と変遷 

後期銅石器時代(全5000年紀頃)には初源的な銅生産が始まり、石器とともに銅器を利用する時代が始まる。 

銅器を使いだしてしばらくして、銅の合金技術が生まれ、次に錫青銅器を主体に使う時代となり、 

その後1000年を経て、鉄器が日常的に使われるようになった。 

中西睦夫
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 〇 レヴァントにおける銅生産の発達  南レヴァントを中心に展開した銅生産 青銅器出現前  

銅石器時代から前期青銅器事態にかけて 大銅鉱脈があり、銅鉱石採取ができた南レヴァントで急速に発展した

銅生産は 青銅器が登場する中期青銅器時代になると完全にストップしてしまう 

・銅石器時代の銅生産 前5000年～3700年 

レヴァントにおける初源的な銅生産の始まりは前5000年頃 銅石器時代 

死海地溝帯の西側の乾燥地帯にあるフェイナン地域・ティムナ地域で大規模な銅鉱脈が確認されており、そこから、 

銅鉱石が採掘され、地溝地帯西側のベエル・シェヴァ渓谷の諸遺跡に運ばれ、銅に加工された。 



銅の溶錬は屋外で行われたようで、円形の溶錬炉跡や坩堝などが出土している。そして 精練された銅素材から純銅 

の鑿や手斧などシンプルな利器に加工された。他方 死海西岸のナハル・ミシュマル洞窟からはスタンダ－ドや王冠  

棍棒・棍棒頭など祭器を含む41もの銅製品が一括出土。 

祭器の中には複雑形状で失蝋法で制作されたと考えられるものが多数あり、 

原料には砒素銅アンチモン砒素銅が用いられている。概してアンチモン含有量が高い。 

 レヴァントでは銅石器時代すでに在地の銅鉱石を用いた日常利器生産と遠方から持ち込まれた可能性のある銅鉱石に 

よる祭器の生産という2重生産がおこなわれていたと考えられる。 

しかし、その生産規模は小さく、せいぜい集落の需要を満たす程度。 

 

・前期青銅器時代 最初期の銅生産 前期青銅器時代Ⅰ期 前3700年～3100年頃 

この時期 ティナム渓谷からは銅鉱石採掘用の竪坑群が見つかっており、また 銅鉱石採取の近くに生産工房集落 

が営まれるようになり、多数の銅製品や銅生産関連遺物が出土。 

生産方式は銅石器時代とほぼ同じながら、生産量が大きく増している。 

◎ この時代の銅生産から、ダイレクトではないが、南レヴァントとナイルデルタとの交流があったことをうかがわ

せる同じ形状の銅インゴットや土製鋳型が出土している。 

 

・前期青銅器時代Ⅱ・Ⅲ期 前3100年～2500年 

この時期以降 南レヴァントでは城壁を有する大集落が次々と成立し、都市社会が発展 

これに伴い、銅生産にも変化が現れる。銅鉱石採掘地近傍に地域全体を賄う大規模な精練～製品加工までの一貫生産 

工房を有する拠点都市が成立し展開してゆく。 

 

■Ⅱ期 前3100年～2900年 北ネゲヴの大型拠点都市 テル・アラド遺跡   

鑿・手斧など銅製品212点と共に坩堝出土 

このような大規模な銅生産集落が周辺になく、この遺跡の銅製品が南レヴァントの他所に流通   

一方 テル・アラド遺跡に銅素材を供給してきたフェルナイン地域では大規模な生産工房がないにもかかわらず、 

Ⅱ・Ⅲ期大量の鉱滓を蓄積する溶錬炉が１３ｹ所にも上り、テル・アラド遺跡に銅素材を供給していたことを伺わ 

せる。 

 

 ■Ⅲ期 前２９００年～２５００年 フェルナイン地域 フェルナイン水系最下流  

フィダン川南岸の生産拠点集落ヒルベト・ハムラ・イフダン遺跡 

   Ⅱ期都市化の流れはⅢ期になると これら都市が成熟し、宮殿・神殿を持つ都市へと発展し、社会の階層化がす 

すむとともに、この生産拠点集落と東方の鉱脈 銅鉱石採掘跡 近傍での溶錬跡と合わせ、地域全体が完結した 

銅生産拠点として有機的に機能しはじめる。銅製品が専業的に大量生産されていた可能性が高い。 

南レヴァントの生産拠点集落ヒルベト・ハムラ・イフダン遺跡で大量生産した銅製品の流通 

ヒルベト・ハムラ・イフダン遺跡で製作された１００点を越 

す小型インゴットは特徴的な断面三角形の三日月形をしてお 

り、このインゴットから拡散経路が知れ、西方の中央ネゲヴ 

高地の居住地に広く分布 

 

・前期青銅器時代Ⅳ期 前２５００～2000年  

 Ⅳ期になると南レヴァント生産拠点集落ヒルベト・ハムラ・イフダ 

ン遺跡での銅の生産は激減・縮小し、中期青銅器時代に入ると南レ 

ヴァントでの銅生産は一切なくなってしまう。 

 この現象は青銅器の出現と交易関係の変化によると考えられている。 

 



〇 青銅の導入  

中期青銅器時代Ⅰ～Ⅱ期(2000～1650年頃)レヴァント全域で青銅器の本格的生産・利用が始まる 

・ 青銅器の出現 前2000年紀 周辺との交易の中でレヴァントに錫そして銅までもが持ち込まれ、 

利器としての青銅器の生産・利用が広がっていった。 

・ 当時の粘土板の記述などから 大規模な地域間交流の中心にはアッシリアの商人がいたと考えられている    

・    

前3000年紀 メソポタミアでは 他の地域に先んじて日用利器・武器への青銅の利用が開始されたと考えられる。

南メソポタミア ウル遺跡の3000年初頭の粘土板文書は銅と青銅を区部する最古の記録であり、 

また同遺跡出土の粘土板文書には青銅政策には錫9～17%混ぜられていたことが記されている。 

一方、レヴァントに青銅が出現するのは前期青銅器時代Ⅳ期(前25000年～2000年)である。 

青銅へのこの移行期 錫を産しないレヴァノンでは 砒素銅広く使われ、中期青銅器時代Ⅰ～Ⅱ期(2000～1650

年頃)レヴァント全域で青銅器の本格的生産・利用が始まり、特に武器類が墓の副葬品として出土するようになる。

しかし、この時期でも砒素銅と錫青銅が併用される。 

また、錫と砒素を混用した砒素青銅や鉛を混用した鉛青銅も使われている。 

レヴァントでは北に行くほど錫の含有量が増えることやさらに北のシリアや北メソポタミアでますます錫青銅の

利用が広がることから、錫青銅は北メソポタミアから南レヴァントにもたらされたと考えられている。 

錫 前20～18世紀 メソポタミアのアッシュルとアナトリアのカニシュで継続的に交易が行われており、 

ウズベキスタン・アフガニスタン方面の錫がアッシュルに輸出されていました。その錫やメソポタミアの織物がア

ナトリアに運ばれ、見返りにアナトリア産の金銀がアッシュルに運ばれたという。これら地域間交易が盛んになる

中で前2000年紀にはレヴァントにも錫が輸入されたと考えられている。 

使われなくなった南レヴァントの銅に代わって  

また、先述の通り、レヴァントに青銅器が出現した前期青銅器時代Ⅳ期には 南レヴァントでは 在地の銅生産が   

続いていたが、次の中期青銅器時代には全く生産が認められなくなる。 

前2000年紀 レヴァントの生産に使われた銅もまたどこかから持ち込まれたと考えられる。 

化学組成等の調査から 中期青銅器時代から後期青銅器時代(前1550年～1200年頃)は キプロス産の銅イン 

ゴットが流通していたことが明らかになった。 

これまでと異なり、網の目のごとく張り巡らされた広い地域間関係が成立していることがうかがえる。 

このように 中期青銅器時代 西アジアの大規模な地域間交流網の中で レヴァントの青銅器生産が成立した。 

 



このような一機に起こった地域間関係の変動は 「前2200頃に起こった気象変動(火山噴火による西アジアの寒  

冷化・乾燥化)等に起因する西アジア古代社会の再編によるもの」と講演されたが、 

その詳細はまだよくわかっていないようだ。 

〇 鉄生産 鉄器の普及過程 

レヴァントとでの鉄器の普及は漸進的で、その出現期である後期青銅器時代(前1375年～１１９０年頃)の 

後半には青銅器の方がまだ数量で凌駕し、その後鉄器時代にかけて徐々に鉄器の利用が増加していったようだ。 

 

    ◆ 第１段階  後期青銅器時代 前1375年～１１９０年頃 中期) 

       最古の鉄製品がみられる 北レヴァントの諸遺跡から複数の鉄製品が出土するが、南レヴァントでは 

       出土例はごく限られ、在地で生産されたものでなく搬入品と考えられる。 

    ◆ 第２段階  前半期 青銅器時代Ⅱ期/鉄器時代ⅠA期 前１９９０年～１１４０年 

       鉄製品の出土例は増加するものの鉄製ブレスレットに代表される副葬品としての装飾品で日用品なし 

       後半期 鉄器時代 IB期 前１１４０年～１０００年 

       鉄の日用品が初めて認められる。鉄製の利器(鑿・鎌などや短剣などの武器)が出土するようになったが、 

       鉄製ブレスレットもまだ出土。利器・武具類の中で鉄製は約13%にとどまり、大多数は青銅製。 

◎ 第2段階ではまだ在地での鉄生産は行われておらず、キプロスなどから製品が持ち込まれたと考え 

  られている 

◆ 第３段階  鉄器時代ⅡA期 前１０００年～７００年頃 

       全金属製利器・武器の６０％以上が鉄器で占められる。特に鉄器時代ⅡA期後半にかけて、徐々に 

       鉄製利器・武器の比率が増加し、ついに鉄製品が青銅器を凌駕する 

次の鉄器時代ⅡB期には(前７００年～前6００年頃)鉄製利器・武器の増加がピークに達し、全体の８０%以上 

を占めるようになる。一方で、装飾品は８０%以上が青銅製であり、利器・武器の傾向と正反対。 

鉄器時代ⅡC期には(前6００年～前539年頃)鉄製利器・武器の比率は7０%をしたまわる。 

 

 興味深々だった鉄の起源の解明につながる銅の製錬との関係についての話は今回残念ながら聞かれず。 

 鉄の起源の解明には まだまだ、さらなる検討が必要だと感じました。 



3. 河江肖剰氏「ギザのピラミッドの銅と鉄」 講演要旨 

  

  

ギザの大ピラミッド出土の鉄器 と ツタンカーメンの短剣 

ギザの大ピラミッドを作り上げる力は銅の利器である。 

エジプトの鉄器は5000年前からも発見され、また、鉄も採れるが、採掘されるのはずっと後の時期であり、 

ほとんどが隕鉄とみられている。(あまり調査されていない) 

エジプトでは鉄は「空から降てくる金属」と呼ばれ、隕鉄を指していて、ツタンカーメン王のミイラのそばにあった短

剣はかつて「ヒッタイトの贈り物」と考えられていたが、隕鉄製と判明している。 

 

ギザの大ピラミッドは現在のカイロの中心より南西12キロに位置し、エジプト王区分でいう古王国時代第4王朝(紀

元前2543～2436年頃)に建造され、内部には「王の間」「女王の間」「地下の間」の3つの部屋と「大回廊」「水平

通路」「上昇通路」「下降通路」という4つの通路が

見つかっている。 

最近 ギザの大ピラミッドで、名古屋大学などから

なる研究チームが、宇宙から飛来する「ミュー粒子

(ミューオン)」を使って未知の巨大な部屋を発見。

おおきな話題となった。 

チームは、ピラミッド中心近くにある「女王の間」

に検出器を設置し、宇宙からピラミッドをも通過し

てくるミュー粒子を捉え、「大回廊」の空間の上に 

もうひとつ、「王の間」へと続く未知の空間があるのを発見したとしています。 

 

◎ ピラミッドで発見された鉄 

大ビラミットで発見された鉄の板は「王の間・玄室」の南の壁に設けられた外まで続く45度の角度で南の空に向かっ

ている孔で見つかった。このことから、通気口ではなく、おそらく王の魂がオリオン座のベルトの三つ星まで、登るよ

うに設計されたと考えられている。 また、この鉄の板は隕鉄製でなく、いろいろ憶測を呼んでいてその来歴ははっき

りしない。 

 

 

中西睦夫
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◎ 古代エジプトの銅器 

古代エジプトにおける銅の使用は紀元前4500～4000年頃ま

で遡れ、ピン・ビ－ズ・ブレスレツト・指輪・ナイフ鑿など多様

な銅製品が当時の墓から出土している。 

多くは自然銅とみなされてきたが、製錬されたものもあるとみな

おされるようになってきた。 

銅の鉱床は東方砂漠や現在のスーダン北部で見つかっており、古

王国時代の製錬設備ガプヘンで発見されている。 

もっとも重要な鉱床はシナイ半島で、初期王朝から古王朝時代の

王たちのレリーフや碑文が多く見つかっている。 

また大量の鉱滓の山も見つかっている。 

 

◎ ピラミッドで発見された銅器 

  女王の間の北と南の壁には玄室と同じく通気口があり、おそらく

「王の生命力」? が天に上る孔と考えられ、この北側の通気口から、

銅製フックと粗玄武岩の丸いハンマー そして 取手とおぼしき木片

がみつかり、儀式で使用された道具と推測されている 

 

 

4. 討論他 今回の新保の受け止め 

 
エジプトでも早くから鉄がみつかっているが、今回の報告はギザの大ビラミットについての報告が主であったこともあ

り、エジプトにおける銅器や鉄器の変遷等についての報告はなく、よくわからずでした。  

この大ピラミッド建造の時代の銅利器は 青銅だったのか純銅なのだろうか・・・・???? 

また、エジプトでは古くから隕鉄製の鉄器がみつかっており、ビラミッドのような巨大建築物が作られているにもかか

わらず、鉄器の利器としての発展はなぜ進まなかったのだろうか・・・・・??? 

また、エジプトの他の地域との交流 特にエヴァント・アナトリアの交流が今回のシンボで少し見えたが、 

具体的なエジプト側からの具体的な事象はどうなのだろうか・・・・・・ 

 

後の総合討論の中で話題になったが、エジプト・エヴァント・アナトリアの相互間の編年もまだこれから。 

西アジアで生まれて、ユーラシア大陸を東遷した人工鉄・利器としての鉄。その鉄の起源の解明もまだこれから。  

隣接する西アジア全体の地域交流を解き明かすことも今後の重要キーになるのではないかと感じたシンポジュウム。 

「ヒッタイトの時代以前に 西アジアのどこかで、銅の生産の中で銅の副産物として、取り出された人工鉄素材」と提

案された鉄素材の起源アプローチ。簡単に道筋がつくかと思って今回楽しみだったのですが、まだこれから。 

ますます愛媛大東アジア研究所の役割が大きくなると感じ、今後10年の展開に大いに期待しています。 

次の報告が待ち遠しいシンポジュウムでした。 

中西睦夫
四角形



◎ 聴講使わせて記録作成に講演メモとともに使わせてもらった資料 

 1.  第10回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術 シンポジューム 

文明と金属器 - 普及とその過程 – 予稿集  2017.11.25. 

      2.  愛媛大東アジア古代鉄文化センター ユーラシア大陸 メタルロードの探求 概略図 

 

 

 

◎ 参考 和鉄の道・Iron Road  by Mutsu Nakanishi 

愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジューム 聴講記録 

● 第18回アジア歴史講演会 「鉄の起源の探究」成果報告 2015.2.14.   

「青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 －価値と技術-」 

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第8回 国際学術シンボジウム 2015.11.7. 

「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」   

● 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第9回 国際学術シンボジウム 2016.12.3 

東アジア古代鉄文化研究センター設立10周年記念 古代ユーラシア アイアンロードの探求 

「鉄の起源とユ-ラシア大陸における鉄の発展史」 ユーラシア大陸の東から西へ 

「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road  

 

 

 

 

  

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/Asian%20Metal%20Road.pdf
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